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「JAPIA NEWS」のご紹介

　平素よりJAPIAの事業にご支援を賜りまして厚く御礼申し上げます。

　このたび、JAPIAの委員会や部会活動にご尽力いただいている皆さま

に、JAPIAの概要や他の部会活動などをよりご理解いただきたく、当会

の会誌である「JAPIA NEWS」をお届けすることとなりました。

　このJAPIA NEWSは、1957（昭和32）年に月刊「自動車部品」として発

刊、2014年に名称を現在のJAPIA NEWSに変更しました。JAPIA NEWS

では、会員企業にとって有益な情報提供、またJAPIA会員をご紹介する

ことなどを目的としております。

　これからも、皆さまにご愛読いただけるような会誌づくりにまい進い

たしますので、引き続きのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

JAPIA NEWS編集委員会
編集長　　川口　華代（リケンNPR株式会社）
副編集長　村田　雅弘（日本発条株式会社）
編集委員　笹森　貴文（株式会社ヨロズ）
編集委員　山本　勝之（カヤバ株式会社）
編集委員　金子由香利（曙ブレーキ工業株式会社）
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５
月
23
日
の
総
会
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を

含
む
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
活
動
を
、
三
つ
の
視
点
で
進

め
た
い
と
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通

り
で
す
。

　

一
、
Ｃ
Ｎ
、
Ｃ
Ｅ
な
ど
を
始
め
と
す
る
社
会
の
要
請
に
応

え
る
活
動
を
通
じ
て
、
持
続
的
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
な

が
ら
、
未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
創
造
と
発
展
に
し
っ
か

り
と
貢
献
し
て
い
く
こ
と
。

　

二
、
中
堅
・
中
小
を
含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
健

全
な
維
持
・
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
。

　

現
在
、
日
本
で
は
自
動
車
産
業
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
働

く
人
が
適
正
な
報
酬
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、
正
し
い
価
格
で
買

い
、
正
し
く
良
い
モ
ノ
を
造
り
、
正
し
い
価
格
で
売
る
、
ま

さ
に
適
正
取
引
の
実
現
で
す
。

　

適
正
な
対
価
を
得
る
こ
と
は
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
に
必
要
な
も
の
で

す
。
適
正
な
対
価
を
、
人
へ
の
投
資
、
新
技
術
へ
の
投
資
な

ど
に
充
て
、
結
果
と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
好
循
環
が
、
社
会

　

こ
の
た
び
、
有
馬
前
会
長
の
後
を
受
け
、
日
本
自
動
車
部

品
工
業
会
（
以
下
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
）
の
会
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
ニ
ッ
パ
ツ
の
茅
本
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

80
年
以
上
に
わ
た
り
、
日
本
の
自
動
車
産
業
を
支
え
て
き

た
先
人
の
道
を
継
承
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
大
変
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　

有
馬
前
会
長
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
を
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
け
ん
引
し
て
い
た
だ
き
、
自
動
車
産
業
の
み
な
ら

ず
、
関
係
す
る
産
業
を
含
め
た
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
」
と
い

う
レ
ベ
ル
で
、「
連
携
と
共
感
」
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
大

変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
、
今
年
度
、
八
つ
の
重
点
テ
ー

マ
（
①
取
引
適
正
化
②
物
流
③
外
国
人
技
能
実
習
制
度
④

カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
⑤
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
（
Ｃ
Ｅ
）
⑥
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
⑦
デ
ー
タ
流
通
基

盤
⑧
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
掲
げ
て
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
会
長
就
任
に
あ
た
り

Introduction
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争
力
確
保
」
と
「
健
全
な
取
引
環
境
の
構
築
」
の
た
め
、
自

工
会
と
一
丸
と
な
っ
て
、
今
一
度
「
襟
を
正
し
」、
法
令
遵

守
を
大
前
提
と
し
た
、
取
引
適
正
化
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
の
推
進
、
浸
透
に
取
り
組
む
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
難
局
を

業
界
全
体
で
乗
り
越
え
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
協
力

を
賜
り
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
続
け
、

今
後
も
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
一
層
速
ま
り
、
そ
し
て
よ
り
多

岐
に
わ
た
り
、
複
雑
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
重
点
テ
ー
マ
は
、
各
社
が
単

独
で
対
応
す
る
、
あ
る
い
は
「
競
合
」
す
る
だ
け
で
は
乗
り

越
え
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
会
社
の
枠
、
さ
ら

に
は
業
界
の
枠
を
超
え
た
「
協
調
」
す
る
部
分
を
作
り
、
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
変
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
入
先
で
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
仕
入
先
、
さ
ら
に
そ

の
先
の
多
く
の
中
小
企
業
と
の
結
節
点
と
な
り
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」、あ
る
い
は
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
に
入
っ

て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
臨
機
応
変
、

し
な
や
か
に
、
し
か
し
、
実
直
に
、
そ
し
て
時
に
は
青
臭
く

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
、
自
動
車
業
界
の
明
る
い
未
来
に
向
け
て
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
題
の
解
決
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
競
争
力
の
維
持
・
強
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

三
、
政
府
や
関
連
団
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
。

　

取
引
適
正
化
へ
の
取
り
組
み
に
限
ら
ず
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で

は
、
経
済
産
業
省
ほ
か
の
関
係
省
庁
、
日
本
自
動
車
工
業
会

を
は
じ
め
と
し
た
自
動
車
５
団
体
、
素
形
材
団
体
、
自
動
車

総
連
な
ど
、
多
く
の
方
々
と
行
動
を
共
に
し
、
共
通
の
目
標

達
成
や
課
題
解
決
に
向
け
て
、
そ
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
視
点
を
基
本
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
が
果
た

す
べ
き
使
命
を
強
く
認
識
し
、
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
と
対
話

を
重
ね
、〝
協
調
〟
と
〝
連
携
〟
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
末
以
降
、
自
動
車
業
界
に
は
法
令
遵
守
に
関

わ
る
問
題
で
社
会
か
ら
厳
し
い
目
が
注
が
れ
て
お
り
、
業
界

全
体
が
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。
過
去
も
法
令
遵
守
に

関
わ
る
問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
半
年
余
り
の
状
況
は

い
ま
だ
か
つ
て
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
強
い
危
機
意
識
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
23
日
の
記
者
会
見
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
と
し
て
こ
の

状
況
を
重
く
受
け
止
め
、
ま
ず
「
下
請
法
遵
守
」
の
再
徹
底

に
取
り
組
む
こ
と
、
加
え
て
、
自
工
会
と
も
連
携
し
て
、
原

材
料
費
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
の
上
昇
分
に
つ
い
て
、
適
切
な
コ

ス
ト
増
加
分
の
全
額
転
嫁
、
労
務
費
は
仕
入
先
さ
ま
と
協
議

の
上
で
の
適
正
な
転
嫁
に
努
め
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
は
、「
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
競

一般社団法人 日本自動車部品工業会

会長 茅本 隆司
（日本発条 代表取締役会長、CEO）
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令和６年度
通常総会
を開催

JAPIA新体制。左から副会長 大下政司（JAPIA）、眞田達也（三乗工業）、相羽繁生（東郷製作所）、美野哲司（プレス工業）、会長 茅本隆司（日本
発条）、副会長 齋藤克巳（豊田合成）、白柳正義（トヨタ紡織）、二之夕裕美（東海理化）、石川伸一郎（石川ガスケット）、カーボンニュートラル部
会長 横尾英博（デンソー）

JAPIAは５月23日、経団連会館（東京都
千代田区）において、令和６年度通常総
会を開催し、令和５年度事業報告・決算
および令和６年度事業計画・予算につい
て審議され承認された。併せて副会長の
定数を1名増やし、中小企業の抱える課題
への取り組み強化を図ることが審議され
承認された。
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JAPIA通常総会レポート

JAPIA会員企業が一堂に会した総会

　

事
業
計
画
は
、「
取
引
適
正
化
」「
物

流
２
０
２
４
年
問
題
」「
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
」「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ

Ｎ
）」「
デ
ジ
タ
ル
（
デ
ー
タ
流
通
基

盤
）」「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
見
直

し
へ
の
対
応
」「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
（
Ｃ
Ｅ
）」「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
（
Ｏ
Ｉ
研
）」
を

重
点
テ
ー
マ
事
業
に
掲
げ
、
各
委
員

事
業
計
画
発
表
と

役
員
改
選
を
実
施

会
で
新
設
し
た
部
会
な
ど
を
中
心
に

活
動
を
進
め
て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
は
役
員
の
改
選

期
で
あ
り
、
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・

監
事
の
改
選
が
行
わ
れ
た
。
同
日
に

開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会
で
は
、
２

年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
た
デ
ン
ソ
ー

の
有
馬
会
長
に
代
わ
り
、
日
本
発
条

の
茅
本
会
長
が
新
会
長
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
副
会
長
に
豊
田
合
成

の
齋
藤
社
長
、
ト
ヨ
タ
紡
織
の
白
柳

社
長
、
東
海
理
化
の
二
之
夕
社
長
、

石
川
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
石
川
社
長
、
東

郷
製
作
所
の
相
羽
社
長
、
三
乗
工
業

の
眞
田
社
長
が
就
任
し
た
。
こ
れ
に

再
任
の
プ
レ
ス
工
業
の
美
野
会
長
が

加
わ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
新
体
制
が
発

足
し
た
。

　

茅
本
会
長
か
ら
就
任
に
あ
た
り
、

次
の
よ
う
に
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
、
そ
し
て
そ
の
会
員

茅
本
新
会
長
が

就
任
の
あ
い
さ
つ

企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
と
仕
入
先
、
さ
ら
に

そ
の
先
の
多
く
の
中
小
企
業
と
の
結

節
点
と
な
る
こ
と
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
が

果
た
す
べ
き
使
命
を
、
今
一
度
強
く

認
識
し
、
会
員
企
業
と
も
対
話
を
重

ね
な
が
ら
、〝
協
調
〟
と
〝
連
携
〟

を
持
っ
て
行
動
し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
次
の
三
つ
の
視
点
で

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

一
つ
目
は
『
Ｃ
Ｎ
、
Ｃ
Ｅ
な
ど
を

始
め
と
す
る
社
会
の
要
請
に
応
え
、

茅本新会長
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日
本
支
部
長
）、
眞
田
副
会
長
（
西

日
本
支
部
長
）、
横
尾
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
部
会
長
か
ら
所
信
表

明
が
あ
っ
た
。

　

総
会
後
の
活
動
報
告
で
は
、
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ａ
の
主
要
委
員
会
な
ど
の
活
動

報
告
と
事
業
計
画
を
事
務
局
か
ら
報

告
し
た
。
そ
の
中
で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で

は
会
員
の
皆
さ
ま
へ
有
用
な
講
演

会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
支
援
ツ
ー

ル
の
提
供
な
ど
の
活
動
を
報
告
し
、

「
ぜ
ひ
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
き
た

い
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

総
会
後
に
は
、
経
済
産
業

省
の
伊
吹
製
造
産
業
局
長
よ

り
「
経
済
産
業
政
策
の
今
後

の
⽅
向
性
に
つ
い
て
」
と
題

す
る
ご
講
演
も
い
た
だ
い
た
。

講
演
で
は
、
過
去
30
年
間
の

日
本
経
済
と
マ
ク
ロ
環
境
の

変
化
、
経
済
産
業
政
策
の
新

し
い
⽅
向
性
、
製
造
業
の
現

状
と
目
指
す
べ
き
⽅
向
性
に

焦
点
を
当
て
て
、
日
本
の
経

総
会
後
、
経
産
省

伊
吹
局
長
に
よ
る

講
演
も
開
催

持
続
的
な
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

未
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
構
築
と

発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
』、
二

つ
目
は
『
中
堅
・
中
小
を
含
む
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
健
全
な
維

持
・
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
』、
三

つ
目
は
『
政
府
や
関
連
団
体
と
の
連

携
強
化
』
の
三
つ
。

　

今
後
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
重
点

テ
ー
マ
は
、
各
社
が
単
独
で
対
応
す

る
、
あ
る
い
は
〝
競
合
〟
だ
け
で
は

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル
と
な
っ

て
い
る
。
会
社
の
枠
、
そ
し
て
業
界

の
枠
を
超
え
た
〝
協
調
〟
す
る
部
分

を
つ
く
り
上
げ
た
い
。『
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
』『
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ａ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
』
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
臨
機
応
変
、

し
な
や
か
に
、
し
か
し
、
実
直
に
、

そ
し
て
時
に
は
青
臭
く
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
る
」
と
強
い
決
意

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
齋
藤
副
会
長
（
総
務

委
員
長
）、
白
柳
副
会
長
（
国
際
委

員
長
）、
二
之
夕
副
会
長
（
総
合
技

術
委
員
長
）、
石
川
副
会
長
（
中
小

企
業
施
策
委
員
長
）、
美
野
副
会
長

（
東
日
本
支
部
長
）、相
羽
副
会
長（
中 有馬前会長（左）と茅本新会長

済
産
業
政
策
と
製
造
業
を
は
じ
め
と

す
る
、
産
業
の
持
続
可
能
な
成
長
に

必
要
な
施
策
や
目
標
を
詳
細
に
説
明

い
た
だ
い
た
。

　

経
済
安
全
保
障
で
は
、
技
術
革
新

と
経
済
安
全
保
障
が
密
接
に
関
連
し

て
お
り
、
産
業
・
技
術
基
盤
の
強
化

と
、経
済
安
全
保
障
上
重
要
な
物
資
・

技
術
の
保
護
を
強
調
さ
れ
た
。
日
本

が
直
面
す
る
経
済
的
・
社
会
的
課
題

に
対
し
て
、
新
し
い
産
業
政
策
の
⽅

向
性
を
示
し
、
将
来
に
向
け
た
戦
略

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

総会後、経産省伊吹局長が講演
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JAPIA通常総会レポート

理事・監事一覧
令和 6年５月 23 日

○印は新任【理　事】（45名）�
野　村　得　之　　愛三工業㈱　代表取締役社長

〇 吉　田　守　孝　　㈱アイシン　取締役社長
水　松　幹　夫　　㈱アステア　取締役相談役

〇 泉　　　英　男　　アルプスアルパイン㈱　代表取締役社長執行役員
石　川　伸一郎　　石川ガスケット㈱　代表取締役社長
鶴　　　正　雄　　NOK㈱　代表取締役�社長執行役員CEO

〇 川　瀬　正　裕　　カヤバ㈱　代表取締役社長執行役員兼COO
〇 加　藤　充　明　　㈱小糸製作所　代表取締役社長兼�COO
小　島　栄　二　　小島プレス工業㈱　代表取締役社長
西　海　栄　一　　三輪精機㈱　代表取締役社長
宮　川　博　至　　三和パッキング工業㈱　代表取締役社長

〇 近　藤　禎　人　　㈱ジェイテクト　顧問
下　中　利　孝　　シグマ㈱　代表取締役会長
正　田　敦　郎　　しげる工業㈱　代表取締役社長
佐　藤　朋　由　　ジヤトコ㈱　代表取締役社長兼CEO
西　田　光　男　　住友電気工業㈱　代表取締役副社長
内　田　成　明　　ダイキョーニシカワ㈱　代表取締役社長
判　治　誠　吾　　大同メタル工業㈱　代表取締役会長兼社長CEO兼 COO
小　川　信　也　　太平洋工業㈱　代表取締役会長

〇 林　　新��之��助　　㈱デンソー　代表取締役社長
二之夕　裕　美　　㈱東海理化　代表取締役社長
相　羽　繁　生　　㈱東郷製作所　代表取締役社長

〇 石　井　博　美　　トピー工業㈱　代表取締役社長
齋　藤　克　巳　　豊田合成㈱　代表取締役社長
白　柳　正　義　　トヨタ紡織㈱　代表取締役社長

〇 市　井　明　俊　　日本精工㈱　取締役�代表執行役社長・CEO
〇 川　合　　尊　　　日本特殊陶業㈱　代表取締役社長

茅　本　隆　司　　日本発条㈱　代表取締役会長、CEO
〇 竹　内　弘　平　　日立Astemo ㈱　代表取締役�社長＆CEO
〇 小　田　崇　之　　ヒルタ工業㈱　代表取締役社長
美　野　哲　司　　プレス工業㈱　代表取締役会長
クラウス・メーダー　　ボッシュ㈱　代表取締役社長
藤　木　達　夫　　丸五ゴム工業㈱　代表取締役社長
藤　井　　司　　　マレリ㈱　代表取締役�副社長執行役員

〇 生　田　久　貴　　㈱ミクニ　代表取締役社長
北　田　勝　義　　㈱ミツバ　代表取締役社長
眞　田　達　也　　三乗工業㈱　代表取締役社長
矢　﨑　　陸　　　矢崎総業㈱　代表取締役社長
鈴　木　一和雄　　㈱ユニバンス　代表取締役会長兼社長
志　藤　昭　彦　　㈱ヨロズ　代表取締役会長

〇 前　川　泰　則　　リケンNPR㈱　代表取締役会長兼CEO
浦　上　　彰　　　リョービ㈱　代表取締役社長
大　下　政　司　　(一社 )日本自動車部品工業会　専務理事

〇 藤　岡　伸　嘉　　(一社 )日本自動車部品工業会　常務理事
〇 尾　関　明　人　　(一社 )日本自動車部品工業会　事務局長

【監　事】（６名）
笹　沼　靖　憲　　新興工業㈱　代表取締役社長

〇 清　水　和　志　　住友理工㈱　代表取締役執行役員社長
千　種　　亨　　　㈱ニッコー　代表取締役社長
山　田　泰一郎　　マルヤス工業㈱　代表取締役社長
武　藤　正　弘　　武蔵オイルシール工業㈱　代表取締役社長
三　浦　　悟　　　三浦公認会計士事務所　代表

会　長　◎　茅本　隆司　　　日本発条㈱ 代表取締役会長、CEO

副会長　◎　齋藤　克巳　　　豊田合成㈱ 代表取締役社長
　　　　◎　白柳　正義　　　トヨタ紡織㈱ 代表取締役社長
　　　　◎　二之夕　裕美　　㈱東海理化 代表取締役社長
　　　　◎　石川　伸一郎　　石川ガスケット㈱ 代表取締役社長
　　　　　　美野　哲司　　　プレス工業㈱ 代表取締役会長
　　　　◎　相羽　繁生　　　㈱東郷製作所 代表取締役社長
　　　　◎　眞田　達也　　　三乗工業㈱ 代表取締役社長
　　　　　　大下　政司　　　（一社） 日本自動車部品工業会 専務理事

主要委員会委員長
◎　総務委員会　　　　齋藤　克巳　　　豊田合成㈱ 代表取締役社長
◎　国際委員会　　　　白柳　正義　　　トヨタ紡織㈱ 代表取締役社長
◎　総合技術委員会　　二之夕　裕美　　㈱東海理化 代表取締役社長
　　中小企業施策委員会　　石川　伸一郎　　石川ガスケット㈱ 代表取締役社長

支部長
　　東日本支部　　美野　哲司　　　プレス工業㈱ 代表取締役会長
◎　中日本支部　　相羽　繁生　　　㈱東郷製作所 代表取締役社長
◎　西日本支部　　眞田　達也　　　三乗工業㈱ 代表取締役社長

常勤理事
　　専務理事　　　大下　政司
◎　常務理事　　　藤岡　伸嘉
◎　事務局長　　　尾関　明人

主要役員一覧 令和 6年５月 23日
◎印は新任
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埼玉機器株式会社
品質保証部  課長

　1982（昭和57）年より毎年、当工業会の中小企業会員の優良従業員に対する
表彰式が行われています。令和６年度の表彰者は次の各氏に決定し、各支部そ
れぞれの支部年次会において表彰されました。受賞者は勤続15年以上、年齢は
35歳以上の方々です。

※推薦理由は各社からご提出いただきました推薦書に基づき掲載しています。

佐
藤
　
隆
行

　

品
質
保
証
部
に
所
属
し
、
顧
客

と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
る
。

ま
た
、
自
ら
の
技
能
・
知
識
を
生

か
し
、
後
進
の
指
導
育
成
を
積
極

的
に
行
い
、
企
業
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
は
全
従
業
員
の
模

範
で
あ
る
。 さ

と
う
　
た
か
ゆ
き

東
日
本
支
部

山
本
　
慎
也

　

現
在
、
主
に
Ｅ
Ｖ
、
プ
ラ
グ
イ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
用
の
ヒ
ュ
ー

ズ
の
新
製
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

技
術
営
業
担
当
者
と
し
て
、
最
前

線
で
取
引
先
の
要
請
や
要
望
を
直

接
聞
い
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
新
製
品
の
開
発

の
先
頭
に
立
ち
、
力
を
発
揮
し
て

い
る
。

や
ま
も
と
　
し
ん
や

エス・オー・シー株式会社
開発部門  主任

東
日
本
支
部

小
山
　
拓

　

製
品
検
査
員
と
し
て
入
社
後
、

品
質
管
理
ほ
か
ス
タ
ッ
フ
、
管
理

職
を
歴
任
す
る
中
で
、
品
質
改
善

や
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ

ム
の
認
証
取
得
・
維
持
に
尽
力
し

て
き
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
・
Ｉ

Ａ
Ｔ
Ｆ
１
６
９
４
９
に
関
す
る
知

識
や
ス
キ
ル
は
当
社
随
一
で
あ
る
。

現
在
で
は
品
質
の
み
な
ら
ず
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
領
域
を
広
げ
、

社
内
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

こ
や
ま
　
た
く

江崎工業株式会社
改善推進（ISO）事務局  担当次長

東
日
本
支
部

令和 6年度

中小企業会員会社
優良従業員表彰

堤
　
松
子

　

羽
生
工
場
人
事
部
総
務
課
に
所

属
。
衛
生
管
理
者
と
し
て
豊
富
な

経
験
と
知
識
を
生
か
し
、
他
部
署

を
巻
き
込
ん
だ
設
備
改
善
を
含
む

職
場
環
境
改
善
に
尽
力
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
安
全
衛
生
に
関
す
る
活

動
へ
積
極
的
に
取
り
組
み
、
成
果

を
挙
げ
て
い
る
。

つ
つ
み
　
し
ょ
う
こ

三輪精機株式会社
羽生工場  人事部  総務課  副主任

東
日
本
支
部
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寺
澤
　
一
浩

　

業
務
に
忠
実
で
他
者
の
模
範
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
作
業
能
率
の

改
善
、
増
進
を
図
り
、
生
産
増
強

に
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
工
場

設
備
の
改
善
に
努
め
、
工
場
の
安

全
を
強
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

安
定
操
業
で
き
る
よ
う
、
適
切
な

生
産
設
備
更
新
を
実
施
し
て
い
る
。

て
ら
ざ
わ
　
か
ず
ひ
ろ

制研化学工業株式会社
油脂静岡工場  製造部  製品管理課  係長

東
日
本
支
部

吉
澤
　
孝
行

　

入
社
以
来
、
一
貫
し
て
、
研
削

研
磨
加
工
に
携
わ
り
、
新
規
品
の

加
工
条
件
設
定
、
量
産
品
の
工
数

改
善
、
提
案
活
動
に
も
積
極
的
で
、

多
く
の
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。
ま

た
、
責
任
感
が
強
く
面
倒
見
が
良

い
た
め
、
部
下
の
信
頼
も
厚
く
、

チ
ー
フ
と
し
て
職
場
を
ま
と
め
て

い
る
。

よ
し
ざ
わ
　
た
か
ゆ
き

三和ニードルベアリング株式会社
製造部  製造課  チーフ

東
日
本
支
部

金
澤
　
早
菜
実

　

入
社
32
年
。
生
産
課
で
電
算
業

務
担
当
と
し
て
長
年
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
や
提
供
を
行
い
、
会
社

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
貢
献
し
て
き
た
。

ま
た
、
工
場
内
の
生
産
管
理
シ
ス

テ
ム
の
開
発
・
提
供
・
運
用
・
保

守
・
改
善
ま
で
幅
広
く
期
待
に
応

え
、
工
場
全
体
の
ス
ム
ー
ズ
な
生

産
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
。

か
な
ざ
わ
　
さ
な
み

株式会社松井製作所
茨城製造部  生産課  係長

東
日
本
支
部

豊
田
　
全
生

　

入
社
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
工

場
内
の
出
荷
業
務
に
従
事
。
そ
の

中
で
出
荷
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
検
討
・

改
善
に
取
り
組
み
、
未
納
や
流
出

不
良
低
減
に
つ
な
げ
て
き
た
。
豊

富
な
経
験
に
よ
り
、
指
示
に
対
し

て
も
正
確
に
こ
な
す
な
ど
、
他
の

模
範
と
な
る
人
財
で
あ
る
。

と
よ
だ
　
ぜ
ん
せ
い

三井屋工業株式会社
生産管理部  第 2 製造グループ  担当

中
日
本
支
部

村
橋
　
尚
道

　

生
産
管
理
業
務
に
お
い
て
、
17

年
に
わ
た
り
部
署
の
品
質
と
生
産

性
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
、
豊
富

な
経
験
と
知
識
を
生
か
し
て
後
輩

の
育
成
に
取
り
組
む
な
ど
、
入
社

か
ら
の
功
績
は
顕
著
で
、
全
従
業

員
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

む
ら
は
し
　
な
お
み
ち

福寿工業株式会社
トランスミッショングループ  生産管理セクションリーダー

中
日
本
支
部

白
川
　
健

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
デ
ン

ソ
ー
飛
翔
会　

技
能
競
技
大
会　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
」
に
初
め

て
参
加
し
、
見
事
優
勝
し
た
。
現

在
も
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
手
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生

産
管
理
業
務
も
熟
知
し
て
お
り
、

メ
ン
バ
ー
の
ま
と
め
役
と
し
て
信

頼
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
生
産
管

理
課
の
中
心
と
な
る
人
材
で
あ
る
。

し
ら
か
わ
　
け
ん

株式会社東海理機
生産管理 1 部  生産管理１課 生産管理１係  係長

中
日
本
支
部

三
輪
　
功
紀

　

入
社
以
来
、
28
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
生
産
技
術
や
設
備
設
計

の
技
術
部
で
経
験
を
積
ん
で
き
た
。

役
職
も
主
任
・
係
長
・
課
長
・
室

長
を
歴
任
し
、
そ
の
た
び
に
会
社

の
期
待
に
応
え
、
成
果
（
生
産
性

向
上
・
設
備
立
ち
上
げ
・
社
内
設

備
開
発
な
ど
）
を
挙
げ
た
。
近
年

で
は
、
Ｃ
Ｎ
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
）
推
進
室
の
室
長
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
る
。

み
わ
　
か
つ
の
り

光精工株式会社
工程開発部  部長

中
日
本
支
部

西
出
　
勝

　

総
務
部
に
て
、教
育
の
充
実
、「
Ｑ

Ｃ
サ
ー
ク
ル
」
お
よ
び
「
創
意
く

ふ
う
活
動
」
の
活
性
化
や
人
の
採

用
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
な
ど
、
人
事

業
務
の
改
善
に
幅
広
く
真し

ん

摯し

に
取

り
組
み
、
会
社
全
体
で
の
人
材
育

成
お
よ
び
職
場
力
向
上
に
貢
献
し

て
き
た
。 に

し
で
　
ま
さ
る

大橋鉄工株式会社
総務部  人事課  課長

中
日
本
支
部
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伊
藤
　
晶
規

　

入
社
後
、
営
業
部
に
配
属
さ
れ
、

今
に
至
る
ま
で
営
業
業
務
に
従
事

し
て
い
る
。
２
０
２
１
年
か
ら
は

メ
イ
ド
ー
海
外
事
業
体
の
Ｐ
Ｔ
Ｍ

Ｉ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
出
向
し
、

海
外
に
お
け
る
営
業
拡
販
活
動
に

従
事
し
た
。
顧
客
先
と
社
内
の
調

整
能
力
に
は
定
評
が
あ
り
、
営
業

窓
口
と
し
て
社
内
外
か
ら
信
頼
を

得
て
い
る
。 い

と
う
　
あ
き
の
り

株式会社メイドー
営業本部  課長

中
日
本
支
部

山
下
　
大
道

　

入
社
後
〝
モ
ノ
づ
く
り
〟
を
基
盤

と
し
た
営
業
に
よ
っ
て
、
新
規
顧

客
獲
得
や
新
商
品
開
発
の
受
注
に

つ
な
げ
た
。
ま
た
、
海
外
調
達
に

お
い
て
協
力
工
場
と
連
携
し
、
安

定
し
た
開
発
・
生
産
体
制
構
築
に

尽
力
し
、
品
質
ト
ラ
ブ
ル
削
減
に

貢
献
し
た
。
さ
ら
な
る
売
上
基
盤

を
拡
大
さ
せ
る
た
め
新
た
な
営
業

形
態
を
作
り
込
み
、
新
規
顧
客
開

拓
に
注
力
し
た
活
動
を
し
て
い
る
。

や
ま
し
た
　
ひ
ろ
み
ち

やまと興業株式会社
商品部  次長

中
日
本
支
部

鈴
木
　
靖
孝

　

２
０
０
６
年
の
入
社
以
来
、
製

造
部
門
で
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
り
、

各
職
場
で
の
生
産
部
品
に
精
通
し
、

同
僚
や
後
輩
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
。
近
年
で
は
丁
寧
な
性
格

か
ら
、
新
人
作
業
者
の
教
育
や
、

多
能
工
化
の
推
進
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

す
ず
き
　
や
す
た
か

三乗工業株式会社
生産部本社製造課製造係  第一成形班

西
日
本
支
部

山
本
　
和
典

　

Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
を
活
用
し
た
生
産
性
改
善
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
生
産
ラ
イ

ン
の
計
画
と
実
績
を
自
動
集
計
し
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
部
品
を
供
給
す
る

仕
組
み
を
内
製
で
構
築
し
た
。
仕

組
み
の
構
築
に
際
し
て
は
課
題
を

明
確
に
し
、
関
係
部
門
の
協
力
を

引
き
出
し
た
。
今
後
、
こ
の
仕
組

み
を
横
展
開
す
る
こ
と
で
、
よ
り

大
き
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

や
ま
も
と
　
か
ず
の
り

株式会社ワイテック
生産本部  防府工場第 3 製造Gr  主任

西
日
本
支
部

濱
田
　
雄
司

　

長
年
、
生
産
現
場
で
ス
キ
ル
を

磨
き
、「
ス
ロ
ー
ア
ウ
ェ
イ
チ
ッ
プ
」

の
工
具
寿
命
の
延
長
な
ど
、
生
産

コ
ス
ト
の
改
善
に
力
を
発
揮
し
て

き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
加
工

法
に
対
し
、
発
想
を
変
え
た
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う
な
ど
、
常
に
高
い

意
識
を
持
っ
て
改
善
活
動
を
進
め

て
い
る
。 は

ま
だ
　
ゆ
う
し

シグマ株式会社
メタル事業部  課長

西
日
本
支
部

松
田
　
幸
一
郎

　

入
社
以
来
、
技
術
部
に
お
い
て

新
製
品
、
新
技
術
開
発
の
先
頭
に

立
っ
て
活
躍
し
、
会
社
組
織
の
要

と
し
て
尽
力
し
て
き
た
。
新
規
開

拓
を
は
じ
め
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

や
農
機
具
メ
ー
カ
ー
の
顧
客
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
技
術
サ
ー
ビ
ス
活

動
を
実
施
し
、
当
社
へ
の
功
績
も

大
で
あ
る
。 ま

つ
だ
　
こ
う
い
ち
ろ
う

日本フレックス工業株式会社
技術部  ケーブル技術課  課長

西
日
本
支
部

守
屋
　
貴
光

　

営
業
部
門
の
管
理
職
と
し
て
主

要
な
顧
客
と
の
窓
口
業
務
に
も
取

り
組
み
な
が
ら
、
実
践
型
の
指
導

を
進
め
る
姿
勢
は
部
下
の
成
長
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
社
内
関
係
部

門
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。
長
年
、

製
造
現
場
で
「
モ
ノ
づ
く
り
」
に

携
わ
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
豊
富

な
経
験
、
知
識
を
生
か
し
た
営
業

対
応
は
顧
客
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、

他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

も
り
や
　
た
か
み
つ

新興工業株式会社
営業部  主務

西
日
本
支
部

松
村
　
晶
史

　

勤
続
19
年
。
製
造
工
程
の
要
で

あ
る
冷
間
鍛
造
部
門
の
ホ
ー
プ
と

し
て
、
高
い
技
術
力
と
抜
群
の
セ

ン
ス
を
併
せ
持
ち
、
次
世
代
の
中

枢
を
担
う
人
材
で
あ
る
。
生
産
性

お
よ
び
品
質
向
上
の
両
面
で
社
業

発
展
に
資
す
る
功
績
は
顕
著
で
あ

る
。

ま
つ
む
ら
　
ま
さ
ひ
と

一志株式会社
製造部圧造課  主任

西
日
本
支
部
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Ｑ　
リ
ョ
ー
ビ
と
い
う
社
名
は
、
現
在
本
社

を
置
く
広
島
県
の
両
備
地
方
に
由
来
す
る
そ

う
で
す
ね

浦
上　
当
社
は
１
９
４
３
年
に
三
菱
電
機
の

協
力
会
社
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
が
、

三
菱
電
機
向
け
の
航
空
機
用

ダ
イ
カ
ス
ト
製
造
所
と
し
て
創
立

ダ
イ
カ
ス
ト
大
手
の
リ
ョ
ー
ビ
は
、
昨
年
創
業
80
周
年
を
迎
え
た
。
創
業
時
は
軍
需
品
を
手

掛
け
、
戦
後
は
日
用
品
な
ど
か
ら
再
出
発
し
た
。
１
９
５
０
年
代
に
か
け
て
自
動
車
部
品
に

も
参
入
。
そ
の
後
、
建
築
金
物
や
印
刷
機
、
電
動
工
具
や
釣
具
な
ど
完
成
商
品
分
野
で
多
角

化
を
進
め
た
が
、
２
０
０
０
年
代
に
構
造
改
革
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
11
年
に
ト
ッ
プ

に
就
い
た
浦
上
彰
社
長
は
「
過
去
の
成
功
体
験
を
断
ち
切
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、

舵
取
り
を
始
め
た
。
足
元
で
は
車
体
の
一
体
成
形
技
術
「
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト
」
に
国
内
専
業
メ
ー

カ
ー
で
い
ち
早
く
参
入
を
決
め
た
こ
と
で
も
注
目
を
集
め
る
。
浦
上
社
長
に
話
を
聞
い
た
。

三
菱
の
「
菱
」
と
、
両
備
地
方
の
「
備
」
を

あ
わ
せ
て「
菱
備（
り
ょ
う
び
）製
作
所
」（
当

時
）
と
な
り
ま
し
た
。
三
菱
電
機
が
福
山
で

航
空
機
用
の
ダ
イ
カ
ス
ト
部
品
を
製
造
す
る

工
場
を
探
し
て
お
り
、
創
業
者
で
あ
る
私
の

祖
父
（
浦
上
豊
氏
）
が
名
乗
り
を
上
げ
ま
し

た
。
ダ
イ
カ
ス
ト
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な

か
っ
た
祖
父
は
、
友
人
か
ら
手
動
式
の
鋳
造

創 立　1943年
資本金　184億円7,200万円
従業員　7,488人（24年３月末時点）
本 社　�広島県府中市目崎町762

浦上 彰
（うらかみ�あきら）

リョービ代表取締役社長。1989年３月早稲田
大学教育学部卒業。92年米サンダーバードグ
ローバル経営大学院修了。89年４月リョービ入
社。1998年３月住建機器本部企画管理部長、
2003年６月同執行役員建築用品部長、04年
11月ダイカスト本部副本部長、07年６月リョー
ビイマジクス代表取締役社長などを経て11年か
ら現職。1965年生まれ、59歳。広島県出身

我が社の
ターニング
ポイント

第７回

リョービ
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蝶
番
や
ヒ
ン
ジ
な
ど
の
需
要
も
旺
盛
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
頃
に
は
当
社
も
社
員

１
２
０
人
ほ
ど
の
大
所
帯
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
製
品
は
社
員
の
ア
イ
デ
ア
を
参
考

に
つ
く
り
始
め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
厳
し

い
時
代
で
し
た
が
、
社
員
の
お
か
げ
で
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ　
47
年
に
は
自
動
車
部
品
事
業
に
参
入
し

ま
し
た
。
ど
う
い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か

浦
上　
地
元
企
業
で
あ
る
東
洋
工
業
（
現
マ

ツ
ダ
）
が
ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー
カ
ー
の
協
力
企

業
を
探
し
て
い
る
と
聞
き
、
当
社
が
手
を
挙

げ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
こ
の
頃
は
加
工
性

に
優
れ
た
亜
鉛
ダ
イ
カ
ス
ト
の
引
き
合
い
が

強
く
、
自
動
車
の
エ
ン
ブ
レ
ム
や
窓
枠
部
品

な
ど
で
採
用
が
進
み
ま
し
た
。
当
社
の
収
益

が
大
き
く
伸
長
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。

Ｑ　
50
年
代
は
自
動
車
向
け
以
外
の
領
域
に

も
積
極
的
に
進
出
し
ま
す
。
背
景
に
は
初
代

社
長
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す

浦
上　
ま
ず
、
カ
メ
ラ
事
業
に
参
入
し
ま
し

た
。
鋳
造
、
加
工
技
術
が
認
め
ら
れ
、
千
代

機
を
譲
り
受
け
る
な
ど
、
多
く
の
人
の
力
を

借
り
て
創
業
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。
戦
時
中

は
人
も
モ
ノ
も
大
変
不
足
し
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
金
型
の
内
製
化
な
ど
今
に
つ
な
が
る

礎
を
つ
く
っ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ　
終
戦
後
は
日
用
品
向
け
部
品
を
手
掛
け
、

戦
後
日
本
の
復
興
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す

浦
上　
ア
ル
ミ
を
材
料
と
す
る
お
玉
じ
ゃ
く

し
や
調
味
さ
じ
、
鏡
台
の
引
き
手
な
ど
を
製

造
し
て
い
ま
し
た
。
広
島
県
府
中
市
は
「
嫁

入
り
箪た

ん

笥す

」
の
一
大
生
産
地
で
、
た
ん
す
の

田
光
学
精
工
（
現
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
）
と
取

り
引
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
二
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
の
エ
ン
ブ
レ
ム
や
ボ
デ
ィ
の
製
造
に
留
ま

ら
ず
、
最
終
的
に
は
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
（
組
み

立
て
）
ま
で
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

当
時
、
当
社
に
は
女
性
工
員
が
多
か
っ
た
た

め
、
手
先
の
器
用
さ
が
求
め
ら
れ
る
精
密
部

品
の
製
造
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
米
国
の
釣
り
具
メ
ー
カ
ー

向
け
に
リ
ー
ル
ケ
ー
ス
を
製
造
し
た
の
が
釣

具
事
業
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
電

動
工
具
の
製
造
に
も
乗
り
出
し
ま
す
。
カ

バ
ー
で
き
る
領
域
を
広
げ
た
こ
と
で
、
部
品

単
体
で
は
な
く
、
完
成
品
を
手
掛
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
完
成
品
生
産
に
こ
だ
わ
っ

て
い
た
祖
父
は
「
夢
が
一
つ
か
な
っ
た
」
と

喜
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

Ｑ　
ダ
イ
カ
ス
ト
部
品
の
大
型
化
が
進
み
、

リ
ョ
ー
ビ
で
も
増
産
投
資
を
積
極
化
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す

浦
上　
50
年
代
に
は
、
ダ
イ
カ
ス
ト
を
用
い

る
ミ
シ
ン
や
自
動
車
、
家
電
製
品
の
普
及
が

進
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
製
品
に
は
比
較
的

大
き
な
鋳
物
部
品
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
そ
の

創業者の祖父は、
友人から手動式の鋳造機を譲り受けるなど、
多くの人の力を借りて創業にこぎ着けた

金型工場（1945年）
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モ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｍ
）
で
し
た
。
こ
の
拠
点

は
90
年
に
当
社
の
独
資
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

当
初
は
苦
し
い
時
代
が
続
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
米
国
は
ダ
イ
カ
ス
ト
の
活
用
が
日
本
よ

り
先
行
し
て
い
た
た
め
、
米
国
進
出
は
「
世

界
の
リ
ョ
ー
ビ
」
を
強
く
印
象
付
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
米
国
以
外
に
も
、
90
年
代

初
頭
に
欧
州
、
２
０
０
０
年
代
に
は
中
国
へ

進
出
し
、
拠
点
網
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
て

い
き
ま
し
た
。

Ｑ　
事
業
の
多
角
化
を
進
め
ま
し
た
が
、
バ

ブ
ル
崩
壊
な
ど
を
経
て
一
部
事
業
は
経
営
不

振
に
陥
り
ま
し
た
。
リ
ョ
ー
ビ
は
正
念
場
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す

浦
上　
１
９
８
８
年
に
米
シ
ン
ガ
ー
社
か
ら

電
動
工
具
部
門
を
買
収
し
た
の
で
す
が
、
文

化
や
言
語
の
違
い
で
現
地
社
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も

多
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
面
で
軌
道
に
乗
せ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
２
０
０
０
年
代
始

め
に
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
事
業
構
造
の
見
直
し
を
行
い
、

黒
字
化
が
見
込
め
な
い
事
業
は
や
め
る
決
断

を
し
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
釣
具
事
業
や

ゴ
ル
フ
用
品
事
業
も
売
却
、
ま
た
は
撤
退
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　
11
年
に
浦
上
社
長
が
ト
ッ
プ
に
就
き
ま

し
た
。
難
し
い
事
業
環
境
の
中
で
の
社
長
就

任
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
心
境
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

浦
上　
過
去
の
延
長
だ
け
で
は
継
続
的
な
成

長
が
見
込
め
な
い
国
内
の
電
動
工
具
事
業
や
、

市
場
縮
小
が
続
く
印
刷
機
器
事
業
な
ど
、
各

事
業
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
変
革
が
必
要
な

状
況
で
し
た
。
過
去
の
成
功
体
験
に
い
つ
ま

で
も
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
て
は
今
以
上
の
成

長
は
で
き
ま
せ
ん
。「
過
去
を
断
ち
切
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
、
就
任
時
に
全
社
員

へ
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

Ｑ　
00
年
代
に
入
っ
て
自
動
車
業
界
で
の
再

編
が
進
み
、
リ
ョ
ー
ビ
の
業
績
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
り
ま
し
た

た
め
、
59
年
に
は
８
０
０
ト
ン
大
型
油
圧
式

鋳
造
機
を
導
入
し
、
ミ
シ
ン
本
体
の
ケ
ー
ス

を
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
動

車
部
品
も
徐
々
に
大
型
化
が
進
ん
で
き
た
た

め
、
金
型
工
作
機
械
や
大
型
鋳
造
機
な
ど
を

次
々
と
導
入
し
ま
し
た
。
58
年
に
は
生
産
量

や
設
備
投
資
の
面
で
業
界
第
１
位
と
な
り
ま

し
た
。

Ｑ
　
名
実
と
も
に
業
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
な
り
、
広
島
以
外
に
も
拠
点
網
を
広
げ
て

い
き
ま
す

浦
上　
国
内
で
は
62
年
に
静
岡
工
場
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
当
時
の
ダ
イ
カ
ス
ト
需
要
の

約
７
割
が
関
東
・
東
海
地
区
に
集
中
し
て
い

た
た
め
で
す
。
80
年
代
に
入
る
と
、
米
国
向

け
の
輸
出
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
米
国
は

当
社
に
と
っ
て
早
く
か
ら
重
要
な
市
場
だ
っ

た
の
で
す
が
、
円
高
が
進
み
、
見
直
し
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
85
年
に

現
地
企
業
と
合
弁
企
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

主
要
な
得
意
先
は
フ
ォ
ー
ド
や
ゼ
ネ
ラ
ル
・

バ
ブ
ル
崩
壊
を
経
て

一
部
の
事
業
は
経
営
不
振
に

我が社のターニングポイント

米フォードの
トランスミッションケース
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浦
上　
当
時
の
ダ
イ
カ
ス
ト
の
売
り
上
げ
の

３
割
程
度
が
三
菱
自
動
車
向
け
で
し
た
。
ト

ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ケ
ー
ス
を
主
に
手
掛
け

て
い
た
の
で
す
が
、
同
社
の
事
業
構
造
見
直

し
に
伴
っ
て
、
他
社
に
生
産
が
移
管
さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
は
三
菱
自

向
け
の
売
り
上
げ
は
２
％
程
度
に
な
り
ま
し

た
が
、
国
内
外
で
そ
の
ほ
か
の
得
意
先
か
ら

引
き
合
い
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
落
ち
込
み

を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
今

後
、
電
動
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
カ
ス

ト
の
可
能
性
は
さ
ら
に
広
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
お
客
さ
ま
へ
の
提
案
力

を
強
化
し
、
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
　
車
体
な
ど
で
の
採
用
を
見
込
む
ギ
ガ

キ
ャ
ス
ト
事
業
に
参
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
な
り
ま
す
が
、
展
望

を
教
え
て
く
だ
さ
い

浦
上　
今
後
の
自
動
車
設
計
で
は
部
品
の
一

体
化
ニ
ー
ズ
が
増
し
、
軽
量
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
性
の
点
で
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
の
引
き
合

い
も
増
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
複
数
の

日
系
完
成
車
メ
ー
カ
ー
が
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト
を

採
用
す
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、
当
社
と
し

て
も
参
入
を
決
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
25
年
に

型
締
め
力
６
５
０
０
ト
ン
の
ダ
イ
カ
ス
ト
マ

シ
ン
の
稼
働
を
開
始
し
ま
す
。
最
初
は
試
作

サ
ー
ビ
ス
か
ら
開
始
し
、
供
給
先
と
二
人
三

脚
で
最
適
な
量
産
方
法
を
模
索
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
て
、
日
系
メ
ー
カ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
欧
州
や
中
国
の
企
業
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
反
応
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
他
社
と
の
協

業
な
ど
に
つ
い
て
も
、
可
能
性
を
検
討
し
て
、

仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

Ｑ　
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
か

過去の成功体験にあぐらをかいていては今以上の成長はできない。
社長就任時「過去を断ち切っていく必要がある」と社員へ呼び掛け

浦
上　
ダ
イ
カ
ス
ト
は
Ｍ
＆
Ａ
が
盛
ん
な
業

界
で
も
あ
り
ま
す
。
世
界
を
見
て
み
る
と
、

鉄
を
含
め
た
異
素
材
を
扱
う
企
業
の
傘
下
に

入
っ
て
い
る
ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー
カ
ー
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
当
社
と
し
て
も
、
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
を
含
め
、
競
争
力
を
維
持
強
化
で
き

る
道
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
力
を
高
め
る
た
め
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
や
情
報
通
信
技

術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
若
い
世
代
に
「
リ
ョ
ー
ビ
で
働
け

て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
１
０
０

年
企
業
を
目
指
し
ま
す
。

「ギガキャスト」に用いる超大型ダイカストマシン

アルミダイカストは車両のさまざまなパーツに使われている
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鈴木 真二
日本UAS産業振興協議会
（JUIDA）理事長

―
Ｊ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

　

当
会
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
安
全
な
利
用
や

エ
ア
モ
デ
リ
テ
ィ
産
業
を
支
援
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
設
立
当
初
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
の
安
全
運
用

を
国
土
交
通
省
や
経
済
産
業
省
の
方
も

交
え
な
が
ら
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
今

の
ド
ロ
ー
ン
の
運
用
に
関
す
る
法
律
が

成
立
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
産
業
を
育
て
る
た
め
、
ド

ロ
ー
ン
を
使
え
る
人
材
を
増
や
す
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
機
体
の
開
発
が

進
む
一
方
で
、
使
い
こ
な
せ
る
人

日本UAS産業振興協議会（JUIDA、東京都文京区）は、主に国内のドローン（無人航空機）産業の発展
を目的に設立された団体だ。世界でドローンや空飛ぶクルマといった新たなエアモビリティが登場し、「測
量・点検」「災害現場」「観光」など、さまざまな場面での活用が期待されている。JUIDAの鈴木真二理
事長に、エアモビリティ産業の将来像や自動車関連企業が参入するメリットなどについて聞いた。

安全運用と人材育成で安全運用と人材育成で
エアモビリティ産業の発展を支援エアモビリティ産業の発展を支援

ド
ロ
ー
ン
関
連
の
法
整
備
や
人
材
育
成
に
も
尽
力

材
が
増
え
な
け
れ
ば
、
産
業
は
成
長
、
拡

大
し
な
い
の
で
、
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
安
全
に

使
用
す
る
上
で
の
必
要
な
知
識
や
、
訓
練

内
容
を
標
準
化
し
て
日
本
各
地
の
ス
ク
ー

ル
開
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
結
果
、
今

を見据えてを見据えて
Ask about the next generationAsk about the next generation次代次代

鈴木 真二（すずき しんじ）
1979年東京大学工学系
研究科航空宇宙工学専攻
修士課程修了。豊田中央
研究所を経て、東京大学
大学院工学系研究科航
空宇宙工学専攻教授。
現職は東京大学名誉 教
授、東京大学未来ビジョ
ン研 究センター特 任 教
授。1953年９月生まれ、
70歳。岐阜県出身
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の
展
示
会
で
、
当
初
は
一
般
来
場
者
に
ド

ロ
ー
ン
を
知
っ
て
も
ら
う
場
で
し
た
。
近

年
は
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
で
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
検

討
や
開
発
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
自
治
体
や
海
外
か
ら
の
出
展
も
増
加

し
て
お
り
、
ド
ロ
ー
ン
の
最
新
情
報
を
提

供
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

―
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
ド
ロ
ー

ン
の
活
躍
が
目
立

ち
ま
し
た

　

前
提
条
件
と
し
て

災
害
が
発
生
す
る
と

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど

が
救
助
活
動
を
行
う

た
め
、
民
間
の
ド

ロ
ー
ン
は
飛
行
禁
止

と
な
り
ま
す
。
た
だ
、

自
衛
隊
や
警
察
、
県

や
市
と
い
っ
た
公
的

機
関
か
ら
要
請
が

被
災
地
に
ド
ロ
ー
ン
を

初
投
入
。
被
害
状
況
を
把
握

で
は
会
員
数
が
３
万
人
近
く
ま
で
拡
大
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
ド
ロ
ー
ン
を
社
会
の
中
で
よ
り
使
わ

れ
る
存
在
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
ド
ロ
ー
ン
に
特
化
し
た
国
内
最
大
規
模

の
専
門
展
示
会
も
開
催
し
て
い
ま
す

　
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ｄ
ｒ
ｏ
ｎ
ｅ
」
は

２
０
１
６
年
の
初
開
催
以
来
、
今
年
で
９

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と

に
来
場
者
、
出
展
者
と
も
に
増
え
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
は
産
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
用
途

あ
っ
た
場
合
、
飛
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
で
は
当
会
が
石
川
県
輪
島

市
に
連
絡
を
取
り
「
協
力
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
旨
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
上
で
輪
島

市
か
ら
の
要
請
が
あ
り
、
被
災
地
に
入
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
取
り
掛
か
っ
た
の
が
、
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
倒
壊
し
た
家
屋
内
で
の
点
検
作
業

で
す
。
崩
れ
た
家
屋
内
を
人
が
捜
索
す
る

の
は
高
い
危
険
を
伴
い
ま
す
が
、
ド
ロ
ー

ン
が
捜
索
す
る
こ
と
で
二
次
被
害
の
防
止

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後
は
発
災
直
後

に
活
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
崩
壊
家
屋
内

の
要
救
助
者
の
捜
索
に
も
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
道
路
の

破
損
状
態
や
海
岸
線
な
ど
の
地
形
の
変
化

を
調
べ
、
被
害
状
況
を
把
握
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
震
で
途
絶
え
て
い
た
通
信
電

波
が
復
旧
し
て
か
ら
は
、
よ
り
広
範
囲
で

ド
ロ
ー
ン
の
展
開
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、

医
薬
品
の
運
搬
も
実
施
し
ま
し
た
。
離
島

で
の
試
験
的
な
運
用
は
行
わ
れ
て
い
ま
し

能登半島地震の被災地で活躍したドローン
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よ
る
高
所
で
の
点
検
作
業

で
は
危
険
も
多
く
、
大
型

の
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
機
材

も
必
要
に
な
る
た
め
大
き

な
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。

そ
こ
を
ド
ロ
ー
ン
で
代
替

で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
徐
々
に
置
き
換
え
の
動

き
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
点
検
は
各
分
野

で
洗
い
出
す
と
数
万
件
に

上
り
ま
す
。
建
設
分
野
に

限
ら
ず
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

外
壁
点
検
な
ど
、
よ
り
身

近
な
と
こ
ろ
で
の
利
用
も

進
み
、
今
後
、
急
速
に
拡

大
す
る
と
思
い
ま
す
。

―
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
後
の
見
通
し
は
い
か
が
で
す

か
　

一
般
の
人
を
乗
せ
て
十
分
な
距
離
を
運

五
輪
、万
博
で
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の

一
般
利
用
は
な
る
か

た
が
、
実
際
の
被
災
地
で
の
運
用
は
今
回

が
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。

―
災
害
時
以
外
の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

例
え
ば
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
建
設
現
場

の
測
量
が
あ
り
ま
す
。
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

や
ト
ン
ネ
ル

の
点
検
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
に

ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
体
は
、
世
界
を
見
て

も
開
発
途
上
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
今
年

の
パ
リ
五
輪
で
独
ボ
ロ
コ
プ
タ
ー
が
人
を

乗
せ
て
運
行
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
間
に
合
う
か
は
不
透

明
で
す
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
来
年
の
大

阪
・
関
西
万
博
が
来
場
者
を
乗
せ
て
運
ぶ
、

世
界
初
の
ケ
ー
ス
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
で
は
ボ
ロ
コ
プ
タ
ー

や
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
出
資
し
て
い
る
米

ジ
ョ
ビ
ー
・
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
国
産
の

ス
カ
イ
ド
ラ
イ
ブ
、
英
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
・

エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
の
４
社
４
機
種
が
飛
行

す
る
予
定
で
す
。
た
だ
、
各
社
の
機
体
は

飛
行
機
と
し
て
の
型
式
証
明
を
受
け
る
と

こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
何
と
か
間
に
合
わ
せ
て
、
大
阪
・
関

西
万
博
で
デ
ビ
ュ
ー
し
よ
う
と
取
り
組
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。

―
今
後
の
市
場
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
ド

ロ
ー
ン
や
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
と
い
っ
た
エ
ア

モ
ビ
リ
テ
ィ
に
、
自
動
車
関
連
企
業
が
参

入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

実際の被災地で本格的にドローンが運用されるのは能登半島地震が初めて
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ア
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
難
し
い

か
ら
様
子
を
見
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
て
、
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
、
よ
り

安
全
で
便
利
な
機
体
を
開
発
す
る
。
各

メ
ー
カ
ー
や
関
係
各
所
は
、
そ
の
挑
戦
す

る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

る
こ
と
は
、
各
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
よ

り
一
層
の
技
術
力
を
磨
く
、
良
い
機
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

―
本
格
普
及
に
向
け
て
法
規
制
や
管
制
シ

ス
テ
ム
、
地
上
イ
ン
フ
ラ
な
ど
課
題
も
多

い
で
す

　

使
い
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
ク
リ

を見据えてを見据えて
Ask about the next generationAsk about the next generation次代次代

　

従
来
の
飛
行
機
よ
り
も
安
価
で
よ
り
多

く
量
産
し
た
い
と
い
う
観
点
で
言
う
と
、

自
動
車
産
業
に
近
い
形
態
の
た
め
（
従
来

の
航
空
機
産
業
よ
り
も
）
参
入
し
や
す
い

と
思
い
ま
す
。
実
際
に
世
界
中
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
に
対
し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
手
を

組
み
、
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
量
産
化
の
段

階
に
は
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
役
割
に
す
ご
く
期

待
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば

ス
カ
イ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
ス

ズ
キ
グ
ル
ー
プ
が
持
つ
静

岡
県
磐
田
市
の
工
場
で
製

造
を
始
め
ま
し
た
。
世
界

的
に
そ
う
い
っ
た
動
き
が

加
速
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
自
動
車
と
比
べ

る
と
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
は
、

よ
り
高
い
安
全
性
や
信
頼

性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
が
挑
戦
す

６月に開催したジャパンドローン2024

スカイドライブとスズキは、磐田市の工場で空飛ぶクルマの製造をスタート
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タイヤ開発は二律背反の両立を目指す歴史と言える（写真はブリヂストンのプレミアムタイヤ）

タイヤはクルマの部品の中で路面に接している唯一の保安部品であり、安全
性や快適性に大きく影響する。ゴム製の空気入りタイヤが生まれたのは1800
年代後半。そこからタイヤメーカー各社は切磋琢磨しながら、路面状況に応
じたグリップ性能や快適性能の進化に取り組んできた。近年はこれまでの概
念を打ち破るような新技術も生まれ、実用化のめども立ちつつある。最新の
開発動向から今後の可能性や直面する課題を掘り下げる。

加
速
す
る
タ
イ
ヤ
の
技
術
革
新

～
電
動
化
や
環
境
問
題
へ
の
対
応
が
進
む
～

　

自
動
車
の
走
行
性
能
を
考
え
る
上

で
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
の
が

タ
イ
ヤ
だ
。
黒
く
て
丸
い
外
観
は
長

年
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
常
に
進
化

を
続
け
て
き
た
。

　

そ
の
開
発
は
二
律
背
反
の
性
能
を

両
立
さ
せ
る
歴
史
と
言
え
る
。
例
え

ば
、
近
年
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
出
が
少

な
い
低
転
が
り
抵
抗
の
製
品
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
般
的

に
路
面
と
の
グ
リ
ッ
プ
力
と
は
相
反

関
係
に
あ
る
。
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ

協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ａ
）
は
、「
転
が

り
抵
抗
性
能
」と「
ウ
ェ
ッ
ト
グ
リ
ッ

プ
性
能
」
を
グ
レ
ー
ド
別
に
評
価
し
、

一
定
レ
ベ
ル
で
両
立
し
た
製
品
を

「
低
燃
費
タ
イ
ヤ
」
と
表
示
し
て
販

売
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
自
動

車
の
燃
費
向
上
に
寄
与
す
る
だ
け
で

「
二
律
背
反
」の
両
立
に

取
り
組
み
１
０
０
年
超
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な
く
、
安
全
性
も
担
保
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
タ
イ
ヤ
に
は
静
粛
性
や

耐
摩
耗
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
求

性
能
が
相
反
し
て
お
り
、各
メ
ー
カ
ー

の
技
術
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
。
ゴ
ム

を
分
子
レ
ベ
ル
で
研
究
し
な
が
ら
、

強
度
を
高
め
る
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク

や
ウ
エ
ッ
ト
路
の
性
能
向
上
に
効
果

が
あ
る
シ
リ
カ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

原
材
料
を
練
り
込
む
こ
と
で
要
求
性

能
を
高
め
て
き
た
。
ま
た
、
接
地
面

の
パ
タ
ー
ン
形
状
も
用
途
に
合
わ
せ

て
最
適
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

世
界
の
自
動
車
市
場
を
見
る
と
、

近
年
は
セ
ダ
ン
や
ク
ー
ペ
よ
り
車
体

が
大
き
な
Ｓ
Ｕ
Ｖ
が
人
気
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
Ｅ
Ｖ
も
シ
ェ
ア
を
伸

ば
し
て
い
る
が
、
共
に
車
重
が
重
い

と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

　

車
重
増
に
対
応
す
る
た
め
ブ
レ
ー

キ
の
大
径
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
タ

イ
ヤ
サ
イ
ズ
を
極
端
に
大
き
く
す
る

電
動
車
へ
の
対
応
に

追
わ
れ
る
性
能
基
準

と
銘
打
ち
、
新
製
品
へ
の
展
開
を
進

め
て
い
る
。
性
能
を
底
上
げ
し
つ
つ
、

グ
リ
ッ
プ
や
静
粛
性
な
ど
特
定
の
性

能
を
際
立
た
せ
た
製
品
を
投
入
し
て

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
こ
と

で
、
世
界
市
場
で
の
差
別
化
を
狙
う

考
え
だ
。

　

昨
今
は
ゴ
ム
の
性
質
が
変
化
す
る

状
況
に
応
じ
て
特
性
が

変
化
す
る
タ
イ
ヤ

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
外
径

を
変
え
ず
に
側
面
の
高
さ
を
抑
え
た

扁へ
ん

平ぺ
い

率
の
低
い
タ
イ
ヤ
で
、
増
加
す

る
車
重
を
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
に
は
内
部
構
造
を
よ
り
堅
牢
に

す
る
必
要
が
あ
り
、
高
度
な
製
造
技

術
が
問
わ
れ
る
。

　

各
社
は
18
㌅
以
上
の
高
性
能
な
乗

用
車
用
タ
イ
ヤ
を
「
プ
レ
ミ
ア
ム
タ

イ
ヤ
」
と
位
置
づ
け
る
。
接
地
面
の

形
状
や
原
材
料
の
配
合
に
も
気
を
配

り
、
静
粛
性
や
グ

リ
ッ
プ
力
を
高
め
る

な
ど
付
加
価
値
向
上

に
取
り
組
む
。
こ
う

し
た
単
価
の
高
い
製

品
の
販
売
比
率
を
増

や
す
こ
と
で
、
メ
ー

カ
ー
各
社
は
利
益
率

の
向
上
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

例
え
ば
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
は
、
軽
量
で
真

円
度
の
高
い
タ
イ
ヤ

の
設
計
基
盤
技
術
を

「
エ
ン
ラ
イ
ト
ン
」

と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆

す
新
技
術
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。

　

住
友
ゴ
ム
工
業
が
今
年
秋
に
市
場

投
入
す
る「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ト
レ
ッ
ド
」

技
術
は
、
路
面
状
況
に
合
わ
せ
て
性

能
が
変
化
す
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

技
術
だ
。
路
面
の
水
分
や
温
度
環
境

に
反
応
し
て
ゴ
ム
の
特
性
を
変
化
さ

せ
て
グ
リ
ッ
プ
の
低
下
を
抑
制
す
る

と
い
う
。
化
学
メ
ー
カ
ー
や
研
究
機

関
か
ら
提
供
さ
れ
た
複
数
の
素
材
を

組
み
合
わ
せ
て
実
現
し
た
。

　

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ヤ
は
、

「
夏
タ
イ
ヤ
」
と
「
冬
タ
イ
ヤ
」
の

大
き
く
二
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る

が
、
実
際
の
走
行
環
境
は
乾
燥
路
か

ら
水
た
ま
り
、
雪
上
・
氷
上
ま
で
刻

一
刻
と
状
況
は
変
わ
る
。
タ
イ
ヤ
が

路
面
状
況
に
合
わ
せ
て
特
性
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
安
全
性
や
快

適
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
特
に
天
候
を
問
わ
ず
走
行
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
タ
ク
シ
ー
や
レ

ン
タ
カ
ー
な
ど
で
は
、
タ
イ
ヤ
交
換

の
た
め
の
非
稼
働
時
間
の
削
減
に
効

転がり抵抗を抑えた扁平率の低いタイヤが求められている
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各
社
は「
パ
ン
ク
し
な
い
タ
イ
ヤ
」

の
実
現
も
目
指
し
て
い
る
。
サ
イ
ド

ウ
ォ
ー
ル
を
強
化
し
、
空
気
が
抜
け

て
も
走
る
こ
と
が
で
き
る
「
ラ
ン
フ

空
気
を
使
わ
ず

パ
ン
ク
と
無
縁
に

ラ
ッ
ト
タ
イ
ヤ
」
は
す
で
に
市
販
化

さ
れ
て
い
る
が
、
空
気
を
充じ

ゅ
う

填て
ん

し
な

い
「
エ
ア
レ
ス
タ
イ
ヤ
」
の
開
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

エ
ア
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
は
メ
ー
カ
ー

名
や
サ
イ
ズ
な
ど
が
印
字
さ
れ
て
い

る
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
が
な
く
、
内
側

果
が
期
待
で
き
る
。

　

同
社
は
ま
ず
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ

イ
ヤ
に
同
技
術
を
採
用
し
、
そ
の
後

も
Ｅ
Ｖ
用
な
ど
に
順
次
拡
大
し
て
い

く
考
え
だ
。
原
材
料
の
供
給
量
や
性

能
変
化
の
精
度
、大
径
の
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
用
へ
の
技
術
適
用
と
い
っ
た
課

題
は
残
る
が
、
冬
タ
イ
ヤ
、
い
わ
ゆ

る
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が
不
要
に

な
る
可
能
性
を
秘
め
る
新
技
術
と
し

て
開
発
を
続
け
て
い
く
考
え
だ
。

パンクしないエアレスタイヤの実用化が期待される（写真はトーヨータイヤ）

住友ゴムのアクティブトレッド技術は、路面の水分や温度に応じてゴムの特性が変わる（右）
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「
段
差
を
乗
り
越
え
る
時
、
タ
イ

ヤ
の
硬
さ
が
変
わ
れ
ば
良
い
の
に
」

―
。
そ
ん
な
技
術
者
の
素
朴
な
思
い

か
ら
、
横
浜
ゴ
ム
は
将
来
の
タ
イ
ヤ

の
技
術
提
案
を
昨
年
の
「
ジ
ャ
パ
ン

モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
２
０
２
３
」
で

実
施
し
た
。

　

初
披
露
し
た
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス

ポ
ー
ツ
タ
イ
ヤ
コ
ン
セ
プ
ト
」
は
、

内
部
に
網
目
状
の
構
造
体
「
硬
度
可

変
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
」
を
組
み
込
ん

だ
。
電
気
を
通
す
こ
と
で
固
さ
が
変

わ
る
特
殊
な
素
材
で
で
き
て
お
り
、

タ
イ
ヤ
の
剛
性
を
変
化
で
き
る
も
の

だ
。
サ
ー
キ
ッ
ト
走
行
や
町
中
な
ど
、

走
行
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
タ
イ
ヤ
の

特
性
を
調
整
で
き
る
。
自
動
運
転
も

想
定
し
、
車
載
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー

が
検
知
し
た
段
差
や
陥
没
し
た
路
面

に
対
応
し
て
タ
イ
ヤ
の
硬
さ
を
変
化

さ
せ
る
こ
と
や
、
側
面
衝
突
の
瞬
間

に
車
高
を
片
側
だ
け
持
ち
上
げ
て
衝

撃
に
備
え
る
と
い
っ
た
応
用
事
例
も

タ
イ
ヤ
が
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

の
よ
う
に
機
能

に
特
殊
形
状
の
ス
ポ
ー
ク
を
設
け
る

こ
と
で
衝
撃
を
吸
収
し
て
い
る
。
商

用
車
で
は
パ
ン
ク
に
よ
る
効
率
の
悪

化
や
コ
ス
ト
増
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
空
気
圧
点
検
と
い
っ
た
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
削
減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
。
今
後
、
接
地
面
を
貼
り
替
え

る
「
リ
ト
レ
ッ
ド
」
が
実
現
す
れ
ば
、

コ
ス
ト
や
原
材
料
も
減
ら
せ
る
。

　

タ
イ
ヤ
の
構
造
そ
の
も
の
を
大
き

く
変
え
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
同

様
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
国
内
メ
ー
カ
ー

４
社
の
ほ
か
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
や
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
も
研
究
し
て
い
る
。
ミ

シ
ュ
ラ
ン
は
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
運
送
事
業
者
と
組
み
、

エ
ア
レ
ス
タ
イ
ヤ
装
着
車
に
よ
る
配

送
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
法
規
が

課
題
と
な
る
。
道
路
運
送
車
両
法
で

は
公
道
を
走
る
車
両
に
つ
い
て
エ
ア

レ
ス
タ
イ
ヤ
は
ま
だ
認
可
さ
れ
て
い

な
い
。
国
内
各
社
は
２
０
０
０
年
代

中
盤
か
ら
開
発
を
進
め
て
き
た
が
、

主
に
私
有
地
を
走
る
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト

や
小
型
Ｅ
Ｖ
な
ど
で
の
活
用
を
検
討

横浜ゴムの「フューチャースポーツタイヤコンセプト」は走行条件に合わせて内部構造の硬さが変化する

す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
は
今
年
３
月
か
ら
、

国
土
交
通
省
へ
の
法
規
適
合
性
の
相

談
を
経
て
、
公
道
で
の
実
証
実
験
を

始
め
た
。
同
社
の
取
り
組
み
を
き
っ

か
け
に
、
国
内
で
も
公
道
走
行
に
向

け
た
動
き
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。



A Special Feature Article

32ISSUE 3 2024

想
定
す
る
。

　

現
状
は
企
画
段
階
だ
が
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
や
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
用
特

殊
素
材
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
ア
イ
デ

ア
に
好
意
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。
実
現
す
れ
ば
タ
イ
ヤ

が
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の

よ
う
に
機
能
し
、
新
た
な
価
値
を
生

み
出
せ
る
と
同
社
は
期
待
す
る
。

　

性
能
向
上
だ
け
で
な
く
、
原
材
料

の
調
達
を
い
か
に
持
続
可
能
に
す
る

か
も
業
界
共
通
の
課
題
だ
。
タ
イ
ヤ

は
原
料
の
約
２
割
が
石
油
由
来
の
合

成
ゴ
ム
で
、
製
造
時
に
は
Ｃ
Ｏ
２
を

排
出
す
る
。
原
料
の
約
３
割
を
占
め

る
天
然
ゴ
ム
も
、
原
料
と
な
る
パ
ラ

ゴ
ム
ノ
キ
の
産
地
は
約
８
割
が
東
南

ア
ジ
ア
に
偏
在
し
て
お
り
、
病
害
や

自
然
災
害
に
よ
る
供
給
リ
ス
ク
を
抱

え
て
い
る
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
タ
イ
ヤ
の
生
産

を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
、
各
社
は

リ
サ
イ
ク
ル
材
料
や
再
生
可
能
な
原

タ
イ
ヤ
生
産
を
持
続

可
能
に
す
る
た
め
に

料
を
用
い
た
タ
イ
ヤ
の
開
発
を
急
い

で
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
由
来
の
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
糸
や
も
み
殻
由
来
の
シ

リ
カ
な
ど
に
加
え
、
廃
タ
イ
ヤ
か
ら

カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
な
ど
を
取
り
出

す
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ト
ー
ヨ
ー
タ
イ
ヤ
は
Ｃ
Ｏ
２
を
原
料

に
ブ
タ
ジ
エ
ン
ゴ
ム
を
合
成
す
る
触

媒
の
実
用
化
に
向
け
て
、
富
山
大
学

と
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

天
然
ゴ
ム
の
代
替
原
料
に
関
す
る

模
索
も
続
く
。
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
は
低

木
「
グ
ア
ユ
ー
ル
」
を
、
住
友
ゴ
ム

は
「
ロ
シ
ア
タ
ン
ポ
ポ
」
か
ら
ゴ
ム

を
生
み
出
す
研
究
に
取
り
組
む
。
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
は
す
で
に
レ
ー
ス
用
タ

イ
ヤ
に
グ
ア
ユ
ー
ル
由
来
ゴ
ム
用
い

る
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　

国
内
外
の
各
メ
ー
カ
ー
は
、
50
年

に
「
１
０
０
％
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
タ

イ
ヤ
」
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
て
お

り
、
ま
ず
は
試
作
品
や
レ
ー
ス
用
な

ど
限
定
用
途
で
製
造
し
て
い
る
。
住

友
ゴ
ム
は
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
原
材
料

を
80
％
用
い
た
タ
イ
ヤ
を
昨
年
公
開

し
た
。
市
販
品
に
つ
い
て
も
30
年
時

点
で
の
使
用
率
を
中
間
目
標
と
す
る

メ
ー
カ
ー
も
多
く
、
原
材
料
の
研
究

か
ら
供
給
量
の
拡
大
、
供
給
網
の
整

備
、
消
費
者
へ
の
価
値
訴
求
ま
で
、

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
だ
。

　

電
動
化
や
自
動
運
転
を
筆
頭
に
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
は
大
変
革
の
途
上
に
あ

る
。
た
だ
し
、
動
力
源
や
利
用
シ
ー

ン
が
変
化
し
て
も
、
陸
上
を
走
る
上

で
タ
イ
ヤ
は
欠
か
せ
な
い
部
品
だ
。

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
も
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
足
元
を
支
え

る
た
め
、
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
各
社
は

た
ゆ
み
な
い
進
化
を
続
け
て
い
く
。

2050年をめどに原材料をすべて持続可能なものとするため各社の研究が続く
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（一社）日本自動車部品工業会　中日本支部
城戸 大作

（株式会社三五 総合企画部）

日 時
2024年
３月６日（水）
13：00～15：00

参加者
20人（12社）

視察スケジュール

13：00 ～14：00　 事業・CO₂ 削減活動紹介、
自社サービスの紹介

14：00 ～15：00　工場見学、質疑応答

　　　　　  　　中日本支部主催

「オムロンヘルスケア株式会社 松阪事業所」

視察報告

訪問
 目的 オムロンヘルスケアは、エネルギーの可視化システムなどの導入によるCO₂削減活動

を推進しており、その取り組み内容や改善事例の紹介を含めた工場見学を行うことで、
会員会社の環境活動の参考とする。

訪問先

オムロンヘルスケア株式会社 
松阪事業所

【会社の概要】
　代 表 者　代表取締役社長　岡田 歩
　設 立　2003年
　資 本 金　50億円
　従業員数　4,095人（グループ計）
　事業内容　 家庭用・医療用健康機器の開発・販売、健康管理ソフトウエアの開発・販売、

健康増進サービス事業の展開など
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海
外
輸
送
に
必
要
な
梱
包
材
の
削
減
、

開か
い

梱こ
ん

作
業
の
工
数
低
減
も
実
現
で
き
、

最
終
的
に
コ
ス
ト
は
む
し
ろ
低
減
で
き

る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｏ
２
総
排
出
量
目
標
の

ほ
か
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
減
ら
し
、

生
産
量
を
増
や
す
〝
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

性
※
の
向
上
〟
も
指
標
に
設
定
し
て
い

視
察
報
告

⑴　
概
要
説
明

　

オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、

２
０
０
３
年
に
オ
ム
ロ
ン
か
ら
分
社
化

さ
れ
、
血
圧
計
を
始
め
と
す
る
ヘ
ル
ス

ケ
ア
製
品
の
開
発
、製
造
、販
売
を
行
っ

て
お
り
、
オ
ム
ロ
ン
グ
ル
ー
プ
の
売
り

上
げ
の
16
％
を
占
め
て
い
る
。
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
に
対
し
て

は
、
２
０
３
０
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

65
％
削
減
（
16
年
比
）、
50
年
の
Ｃ
Ｎ

を
目
指
し
て
活
動
を
推
進
中
。

⑵　
Ｃ
Ｎ
に
向
け
た
取
り
組
み

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
①
減
ら
す
②
創
る
③

吸
収
す
る
の
観
点
で
、
Ｃ
Ｎ
に
向
け
た

取
り
組
み
を
22
年
か
ら
開
始
。
計
画
か

ら
出
荷
ま
で
の
「
時
間
・
空
間
・
距
離
・

在
庫
」
の
す
べ
て
を
半
分
に
す
る
、〝
Ａ

ｌ
ｌ　

ｉ
ｎ　

Ｈ
ａ
ｌ
ｆ
〟
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、
コ
ス
ト

を
重
視
し
て
ア
ジ
ア
か
ら
調
達
し
て
い

た
部
品
を
国
内
調
達
に
す
る
こ
と
で
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
3.4
ト
ン
削
減
。
ま
た
、

る
。

　

紹
介
さ
れ
た
具
体
実
例
で
は
、
14
㍍

の
生
産
ラ
イ
ン
の
う
ち
、
作
業
の
遅
れ

を
補
完
す
る
バ
ッ
フ
ァ
ー
工
程
を
廃
止

す
る
こ
と
で
10
㍍
へ
ラ
イ
ン
空
間
を
集

約
。
こ
れ
に
よ
り
空
調
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

30
％
削
減
で
き
、
ま
た
バ
ッ
フ
ァ
ー
工

程
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
生
産
者
の
意

識
が
向
上
し
、
生
産
性
が
1.3
倍
に
向
上
。

結
果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
性
は
約
1.9
倍

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
性
1.9
＝
生
産
量
1.3

÷
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
0.7
）
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
性
に
つ
い
て

は
、
Ｃ
Ｎ
活
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
す
る
と
い
う

考
え
よ
り
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
活
動
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
考
え
ら
れ
た
指
標
で
あ
り
、

経
営
層
か
ら
従
業
員
ま
で
の
理
解
浸
透

に
は
非
常
に
有
効
と
感
じ
た
。

⑶　
工
場
見
学

　

見
学
で
き
た
血
圧
計
組
立
ラ
イ
ン
で

は
、
も
と
も
と
13
人
の
作
業
者
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
を
、
機
械
と
人
を
両
立
さ
せ

る
ラ
イ
ン
と
し
て
８
人
へ
省
人
化
さ
せ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
に
、
ス
キ
ル
に

よ
り
ば
ら
つ
き
の
出
る
、
は
ん
だ
付
け

工
程
、
検
査
工
程
を
機
械
化
す
る
こ
と

で
、
ス
キ
ル
レ
ス
で
安
定
し
た
生
産
を

可
能
に
し
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
オ
ム
ロ
ン
の

制
御
機
器
を
組
み
合
わ
せ
た
ラ
イ
ン
設

計
で
あ
り
、
現
在
は
計
画
量
も
多
い
こ

※�生産量÷エネルギー消費量
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と
か
ら
専
用
ラ
イ
ン
と
し
て
い
る
が
、

小
変
更
で
汎
用
化
も
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

　

工
場
内
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
性
が
確
認
で
き
る
モ
ニ

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
全
員
が
触

れ
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
製
品
１
個
当
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
な
ど
、
業
務

報
告
な
ど
に
必
要
な
情
報
が
拾
え
る
た

め
、
従
業
員
に
意
識
づ
け
で
き
る
様
な

仕
掛
け
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

所
　
感

　

オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
は
、
Ｃ
Ｎ

に
向
け
ト
ッ
プ
か
ら
従
業
員
ま
で
分
か

り
や
す
い
指
標（
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
性
）

を
設
け
、
意
識
改
革
も
合
わ
せ
た
具
体

的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
と
感

じ
た
。

　

実
際
に
取
り
組
み
を
開
始
し
た
22
年

か
ら
２
年
程
度
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見

え
る
化
ツ
ー
ル
の
開
発
か
ら
ラ
イ
ン
で

の
実
践
ま
で
実
現
さ
れ
て
お
り
、
非
常

に
参
考
に
な
る
点
が
多
く

あ
っ
た
。

　

見
学
会
で
は
参
加
者
か
ら

も
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
質
疑

が
交
わ
さ
れ
、
本
見
学
会
が

有
意
義
な
会
に
な
っ
た
と
感

じ
る
。
現
在
多
く
の
企
業
が

Ｃ
Ｎ
に
対
す
る
取
り
組
み
を

実
践
し
て
い
る
中
、
目
標
値

や
そ
れ
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
を
掲
げ
実
践
し
て

い
る
が
「
活
動
の
推
進
、
目

標
達
成
に
は
な
ぜ
Ｃ
Ｎ
が
必

要
な
の
か
」「
自
社
に
は
ど

ん
な
利
益
に
つ
な
が
る
の

か
」
と
い
っ
た
意
識
改
革
が

非
常
に
重
要
な
の
だ
と
痛
感

し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
視
察
を
ご
快
諾
い

た
だ
い
た
オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
皆

さ
ま
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
ご

準
備
い
た
だ
い
た
日
本
自
動
車
部
品
工

業
会
中
日
本
支
部
の
皆
さ
ま
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
。
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有事などのさまざまなリスクに備える専門部会
会員企業の駆け込み寺を目指し、

サプライチェーンのリスク軽減をサポート

報告：RS部会

JAPIAの
活動

Web展示会第1回

４年前の新型コロナウイルスまん延は経済活動に大きな影響を及ぼし、その後も各国の対立や
分断は収まる気配がありません。半導体不足による新車の減産も混乱を引き起こしました。こ
うしたリスクに対しサプライチェーン（調達網）を強

きょう

靭
じん

化させるため、JAPIAでは2022年、「レ
ジリエンス強化ワーキンググループ（WG）」を立ち上げました。今年度からは「RS部会」に格
上げし、リスク情報の「アンテナ機能」と有事の際の「駆け込み寺」となることを目指しています。
23年度はレジリエンスに資するマニュアルである三つの支援ツールはしっかりと形になった一
方で、その浸透にはまだ課題があるという認識です。24年度はかかる問題意識を持って活動を
進めるとともに、内外関係者の連携強化に取り組んでまいります。

22年の発足当初、レジリエンスWGではサプライチェーンの上流から下流まで、計112件のリスクを抽出

JAPIAの
活動

RS（レジリエ
ンス）部会

第16回
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よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
で
き
る
だ

け
一
般
化
し
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
も
用

い
て
中
小
企
業
の
会
員
の
皆
さ
ん
に

も
使
っ
て
い
た
だ
き
や
す
く
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
本
社
や
親
会

社
側
の
危
機
管
理
体
制
を
考
え
る
上

で
も
役
立
つ
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
ツ
ー
ル
の
一
つ
目
「
汎
用
版　

国
外
退
避
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
自

社
の
拠
点
や
子
会
社
が
あ
る
国
や
地

域
で
の
治
安
悪
化
や
イ
ン
フ
ラ
機
能

低
下
な
ど
を
想
定
し
、
日
本
か
ら
の

海
外
派
遣
者
を
安
全
に
退
避
さ
せ
る

た
め
の
も
の
で
す
。
外
務
省
の
危
険

情
報
も
参
考
に
リ
ス
ク
と
危
機
レ
ベ

ル
に
応
じ
て
退
避
基
準
を
示
し
、
本

社
や
親
会
社
で
ど
の
よ
う
な
危
機
管

理
体
制
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
や
、
退
避
時
の
携
行

品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
盛
り
込
む
こ

と
で
、
実
践
的
な
も
の
と
し
て
い
ま

す
。

　

二
つ
目
の
「
機
微
技
術
管
理
に
関

す
る
知
識
集
」
で
は
、
軍
事
転
用
可

能
な
技
術
、
先
端
・
重
要
技
術
、
各

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
リ
ス
ク
が

取
り
沙
汰
さ
れ
た
22
年

２
月
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で

は
理
事
会
社
47
社
を
対

象
に
、
想
定
リ
ス
ク
を

尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
結

果
、
世
界
各
国
の
自
国

主
義
や
対
立
と
い
っ
た

地
政
学
リ
ス
ク
や
経
済

安
全
保
障
に
関
す
る
懸

念
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
問
題
は

事
業
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
一
方
、
さ
ま

ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想
定

し
、
網
羅
的
に
準
備
し

て
お
く
こ
と
は
個
社
単

独
で
は
難
し
い
の
が
実

情
で
す
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ

は
同
年
８
月
、「
レ
ジ

多
種
多
様
な
リ
ス
ク
を
整
理
・

分
類
し
、
対
応
を
検
討

リ
エ
ン
ス
強
化
Ｗ
Ｇ
」
を
発
足
。
ア

イ
シ
ン
、
曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
、
Ｎ
Ｏ

Ｋ
、
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
、
デ
ン
ソ
ー
、

ト
ピ
ー
工
業
、
矢
崎
総
業
の
７
社

か
ら
９
人
が
集
ま
り
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
上
流
か
ら
下
流
ま
で
考

え
ら
れ
る
多
様
な
リ
ス
ク
を
１
１
２

件
、
洗
い
出
す
と
こ
ろ
か
ら
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
特
に
①
「
従
業
員
の

安
全
確
保
」、
②
「
機
微
技
術
管
理
・

軍
事
転
用
防
止
」、
③
「
事
業
撤
退
」、

④
「
生
産
調
達
の
複
線
化
・
地
産
地

消
（
生
産
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
）」

の
４
点
を
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
位

置
づ
け
、
23
年
５
月
、
Ｗ
Ｇ
内
に
新

た
に
「
分
科
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

10
社
41
人
の
実
務
者
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
ち
寄
り
、
求
め
ら
れ
る
対
応
を
整

理
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
①
～
③
の
各
リ
ス
ク

に
つ
い
て
、
参
照
す
べ
き
情
報
や
対

応
フ
ロ
ー
、
他
社
事
例
な
ど
を
ま
と

め
た
「
支
援
ツ
ー
ル
３
点
セ
ッ
ト
」

を
手
作
り
で
制
作
し
ま
し
た
。
リ
ス

ク
発
生
時
の
対
応
は
各
社
の
事
業
に

各
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
寄
り

「
支
援
ツ
ー
ル
」
を
作
成

今年度はRS部会として、内外関係者との連携強化と活動の浸透に取り組む
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社
の
コ
ア
技
術
の
保
護
を
目
的
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
部
品
業
界

で
の
事
例
を
中
心
に
、
そ
の
必
要
性

や
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク

を
解
説
し
た
も
の
で
す
。

事
業
撤
退
時
に
ど
の
よ

う
に
し
て
機
密
情
報
を

守
れ
ば
良
い
の
か
と
い

う
検
討
も
行
い
、
三
つ

目
の
分
科
会
で
の
検
討

に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
「
事
業
撤

退
フ
ロ
ー
」
は
、
経
済

的
な
理
由
や
地
政
学
リ

ス
ク
に
よ
る
、
海
外
事

業
か
ら
の
撤
退
検
討
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

準
備
段
階
か
ら
の
各
局

面
で
、
本
社
や
親
会
社

側
と
現
地
法
人
側
で
す

べ
き
こ
と
を
会
員
各
社

が
経
験
し
た
実
例
に
基

づ
き
図
解
し
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
撤
退
が
珍

し
く
な
い
今
、
中
小
企

業
の
会
員
の
皆
さ
ん
も
含
め
、
事
業

撤
退
を
検
討
す
る
方
へ
の
手
助
け
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
社
に「
経
済
安
全
保
障
責
任
者
」

の
登
録
を
求
め
る
活
動
も
進
め
て
い

ま
す
。
リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報
や
日

本
政
府
の
政
策
・
ス
タ
ン
ス
を
正
し

い
社
内
関
係
者
に
、
積
極
的
に
情
報

展
開
す
る
責
任
者
の
設
置
を
会
員
企

業
に
求
め
る
も
の
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
も
各
社
の
責
任
者
に
向
け
、
経
済

産
業
省
な
ど
か
ら
講
師
を
招
い
た
セ

ミ
ナ
ー
を
案
内
し
、
意
識
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
時
か
ら
リ
ス

ク
を
想
定
し
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
と
各
社

と
の
関
係
性
を
深
め
る
役
割
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
24
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ

と
各
社
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
る
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
各
社
が
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
課
題
を
明
確
化

し
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
一
層
の
強
化

に
向
け
た
対
応
を
始
め
る
こ
と
が
狙

い
で
す
。

各
社
の
「
経
済
安
保
責
任
者
」

と
連
携
し
て
課
題
抽
出

　

目
標
達
成
に
向
け
組
織
も
強
化
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
強
化
Ｗ
Ｇ
は
今
年
度
、「
Ｒ
Ｓ

部
会
」
に
昇
格
し
、
14
社
16
人
の
体

制
と
な
り
ま
し
た
。
部
会
と
し
て
情

報
発
信
に
よ
り
広
が
り
と
重
み
を
持

た
せ
、
政
府
や
日
本
自
動
車
工
業
会

と
の
連
携
強
化
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

各
社
と
は
「
経
済
安
全
保
障
責
任

者
」
を
中
心
に
個
社
の
課
題
を
抽
出

し
、
各
社
が
共
通
の
困
り
ご
と
は
業

界
課
題
と
し
て
、
解
決
に
向
け
た
提

言
な
ど
に
も
今
後
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
す
。

　

ま
た
、
部
会
傘
下
の
分
科
会
も
引

き
続
き
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
前
述

し
た
①
～
③
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を

手
助
け
す
る
ほ
か
、
④
の
「
生
産
を

つ
な
ぐ
」
取
り
組
み
も
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

各
社
か
ら
も
④
に
関
す
る
リ
ス
ク

「
部
会
」
と
し
て
発
信
力
と

各
社
・
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化

会員企業と政府・自工会などの間に入り、リスク情報の共有と業界課題の対応を担う
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を
懸
念
す
る
声
が
多
数
上
が
っ
て
い

る
も
の
の
、
原
材
料
の
調
達
か
ら
生

産
、
供
給
ま
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
は
裾
野
が
広
く
、
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
以

下
と
も
連
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
分
科
会
で
は
ま
ず
、
特
定
国

か
ら
の
調
達
依
存
の
脱
却
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
原
材
料
な
ど
、
１
国

の
み
か
ら
の
調
達
と
し
て
い
る
場
合
、

政
治
情
勢
に
よ
っ
て
調
達
が
困
難
と

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
各

社
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
の
特
定

国
依
存
度
を
可
視
化
し
、
次
の
一
手

を
打
つ
た
め
の
手
助
け
に
な
る
よ
う

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
代
替
部
材
や
調
達
先
の
複

線
化
に
向
け
て
、
費
用
や
供
給
先
の

承
認
を
得
る
難
し
さ
と
い
っ
た
実
情

を
把
握
し
、
対
応
の
方
向
性
も
検
討

す
る
考
え
で
す
。
部
品
だ
け
で
な
く

完
成
車
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
も
俯ふ

瞰か
ん

し
、
産
業
競
争
力
の
強
化
に
向
け

て
自
工
会
と
も
連
携
し
て
共
通
認
識

を
固
め
た
い
考
え
で
す
。

　
「
ま
ず
は
経
済
安
全
保
障
と
は
ど

ん
な
も
の
か
を
知
っ
て
も
ら
い
、
対

応
を
迫
ら
れ
た
時
に
、
わ
れ
わ
れ
が

制
作
し
た
ツ
ー
ル
が
う
ま
く
活
用
で

き
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
部
会
と
分
科
会
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
い
、
個
社
で
は
解
決
が
困
難

な
課
題
に
対
し
て
『
こ
ん
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
』
と
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
今

後
の
活
動
が
よ
り
会
員
企
業
に
寄
り

添
え
る
も
の
に
な
っ
て
良
い
と
思

う
」
と
、
23
年
度
Ｗ
Ｇ
リ
ー
ダ
ー
の

大
竹
紀
人
氏
は
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

い
つ
、
ど
ん
な
内
容
の
事
業
リ
ス

ク
が
顕
在
化
し
、
自
社
に
ど
ん
な
影

響
を
与
え
る
の
か
、
予
見
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
こ

れ
か
ら
対
応
に
着
手
す
る
企
業
へ
の

支
援
に
向
け
、
今
年
度
、
Ｒ
Ｓ
部
会

で
は
23
年
度
の
活
動
内
容
の
浸
透
と

リ
ス
ク
に
関
す
る

「
ア
ン
テ
ナ
機
能
」「
駆
け
込
み
寺
」

を
目
指
し
て

ツ
ー
ル
の
さ
ら
な

る
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で

す
。

　

ま
ず
は
「
汎
用

版　

国
外
退
避
マ

ニ
ュ
ア
ル
」「
機
微

技
術
管
理
に
関
す

る
知
識
集
」「
事
業

撤
退
フ
ロ
ー
」
の

三
つ
の
支
援
ツ
ー

ル
を
各
社
の
リ
ス

ク
へ
の
備
え
と
し

て
活
用
し
て
も
ら

い
、
各
社
の
意
見

を
基
に
情
報
を
よ

り
充
実
さ
せ
て
い

く
方
針
で
す
。
ま

た
、
各
社
に
設
置
を
依
頼
し
て
い
る

「
経
済
安
全
保
障
責
任
者
」
向
け
の

セ
ミ
ナ
ー
も
随
時
開
催
し
、
中
央
省

庁
や
弁
護
士
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

い
っ
た
専
門
家
が
リ
ス
ク
や
各
国
の

法
規
に
つ
い
て
解
説
す
る
予
定
で
す
。

各
社
の
対
応
事
例
や
悩
み
事
を
共
有

「レジリエンス強化WG」の大竹紀人リーダー（右、矢崎総業）と安原優副リーダー（トピー工業）

す
る
場
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
「
支
援
ツ
ー
ル
」
な
ど
の
情
報

は
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.japia.or.jp

）
上
部

の
バ
ナ
ー
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
駆
け
込

み
寺
」
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
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資本金

従業員

拠 点

代表者

223億9,398万円
（2024年３月末現在）
4,922人

（2024年３月末現在）
約140拠点（国内約90
拠点、海外主要都市約
50拠点）
代表取締役社長
斉藤 秀親

自動車関連物流を
全方位で支援。
EV対応も積極化

る
な
ど
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、
自

動
運
転
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
電
動
化
）
進

展
に
よ
る
成
長
領
域
を
主
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

自
動
車
関
連
物
流
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
注
力

し
て
い
る
。ま
た
、リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
や
危
険
物
に
対
し
て
も
、
各
地
の

危
険
物
倉
庫
会
社
情
報
を
社
内
で
一
元
管

理
す
る
な
ど
、
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り
、
一
般
倉
庫
を
含
め
て
要
望
に
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

経
営
計
画
の
基
本
方
針
と
し
て
「
先
端

技
術
の
活
用
に
よ
る
高
付
加
価
値
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
」
を
掲
げ
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
に

も
積
極
的
だ
。
倉
庫
運
営
で
は
、
パ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
業
務
管
理
に
特
化
し
た
シ
ス

テ
ム
「
Ｐ
―
Ｍ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
」
を
自
社
開
発
し
、

作
業
効
率
化
メ
リ
ッ
ト
を
各
社
に
提
供
。

さ
ら
に
、
顧
客
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
貢
献
す
る
べ
く
「
国
際
輸
送

ル
ー
ト
検
索
・
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
算
定
シ
ス

テ
ム
」
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。
ウ
ェ
ブ
上
で

輸
送
区
間
、
商
材
、
重
量
を
入
力
す
る
と
、

輸
送
モ
ー
ド
毎
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
を
可
視

化
・
比
較
で
き
る
。サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

の
観
点
か
ら
も
企
業
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
。
同
社
に
は
自
動
車
関
係
の
物
流

サ
ー
ビ
ス
が
全
方
位
で
そ
ろ
っ
て
お
り
、

フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
対
応
す
る
。

Ｄ
Ｘ
推
進
で
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
企
業
を
支
援

　

三
菱
倉
庫
（
み
つ
び
し
そ
う
こ
）
は
、

倉
庫
業
を
中
核
と
し
、
陸
上
運
送
・
港
湾

運
送
・
国
際
輸
送
な
ど
の
物
流
事
業
を
柱

と
す
る
企
業
で
あ
り
、
設
立
か
ら
今
年
で

１
３
８
年
目
を
迎
え
る
。

　

同
社
で
は
、
倉
庫
事
業
部
営
業
第
二
課

に
設
置
さ
れ
た
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
物
流

セ
ー
ル
ス
グ
ル
ー
プ
が
、
自
動
車
関
連
業
務

に
対
応
し
て
い
る
。
部
品
メ
ー
カ
ー
や
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
部
品
を
取
り
扱
う
「
パ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
運
営
」
の
ほ
か
、「
国
際
輸
送
」

「
生
産
設
備
輸
送
」
な
ど
も
担
っ
て
い
る
。

　

昨
年
は
東
日
本
を
中
心
と
し
た
全
国
輸

配
送
に
強
み
が
あ
り
、
第
一
貨
物
を
主
要

子
会
社
に
持
つ
デ
ィ
ー
・
テ
ィ
ー
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
資
本
業
務
提
携
す
る
な

ど
、
輸
送
網
拡
大
に
も
積
極
的
だ
。
こ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
通
じ
て
部
品
・
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
物
流
業
務
効
率
化
な
ど

に
貢
献
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
ア
ル
ミ
な
ど
の
素
材
関

係
や
ガ
ソ
リ
ン
車
関
連
を
中
心
に
取
り

扱
っ
て
き
た
が
、
近
年
は
電
動
車
の
普
及

で
Ｅ
Ｖ
関
連
商
材
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

三
菱
倉
庫
で
は
、専
門
ス
タ
ッ
フ
が
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
て
、完
成
車
メ
ー
カ
ー

出
身
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招し

ょ
う

聘へ
い

す

三菱倉庫
会員企業ファイル�

本社
東京都中央区日本橋1-19-1
日本橋ダイヤビルディング

我が社
の逸品

エミッションモニタリング
パーツセンターの業務管理に特化したシステムも開発

複数の施設で全国対応
（写真は南本牧配送センター）
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資本金
従業員
代表者

2,100万円
５人
代表取締役CEO 佐藤 琢也

製造部門主体のCN推進で
CO2削減の成果を出す
SaaS（サース）を提供

い
」（
佐
藤
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
い
う
。

　

削
減
計
画
を
作
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
見

え
る
化
し
、
削
減
事
例
を
ま
と
め
て
は
い
る

も
の
の
「
Ｃ
Ｏ
２
が
減
ら
な
い
」
と
悩
む
企

業
は
多
い
。「
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
例
え
る
な
ら
、

減
量（
Ｃ
Ｏ
２
削
減
）目
標
は
あ
っ
て
、
体
重

計
に
乗
り
（
見
え
る
化
）、
試
し
に
運
動（
Ｃ

Ｏ
２
削
減
活
動
）も
始
め
た
が
、
目
に
見
え

る
成
果
が
出
な
い
と
い
っ
た
状
態
」（
同
）。

　

会
社
設
立
前
の
約
１
年
半
、
広
島
県
の

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
製
造

現
場
の
課
長
・
係
長
が
主
体
と
な
っ
て
Ｃ

Ｏ
２
削
減
を
進
め
る
機
能
を
有
し
た
Ｓ
ａ

ａ
Ｓ
を
開
発
し
た
。
結
果
、
前
年
同
月
比

で
生
産
量
が
12
％
増
加
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
Ｃ
Ｏ
２
は
絶
対
量
で
８
％
、
効
率

で
15
％
削
減
で
き
た
。

　

ほ
か
の
導
入
先
で
あ
る
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
か
ら
も
「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
活
動
の

可
視
化
と
コ
ス
ト
把
握
が
で
き
、
正
し
い

経
営
判
断
が
可
能
に
な
っ
た
」「
デ
ー
タ
入

力
や
確
認
な
ど
作
業
に
追
わ
れ
て
い
た
が
、

対
応
工
数
が
約
３
分
の
１
に
な
っ
た
」「
製

造
業
の
現
場
で
も
使
い
や
す
く
、
工
場
の

課
長
・
係
長
も
Ｃ
Ｎ
活
動
に
前
向
き
に

な
っ
た
」
な
ど
好
評
を
得
て
い
る
と
い
う
。

　

製
造
部
門
主
体
の
活
動
支
援
が
評
価
さ

れ
、
講
演
に
も
奔
走
す
る
佐
藤
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。

人
材
や
資
金
面
の
拡
充
も
積
極
推
進
す
る
。

経
済
と
環
境
の
両
立
、
製
造
業
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
を
管
理
・
支
援

　

Ｎ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
（
エ
ヌ
ベ
ー
ス
）
は

２
０
２
３
年
設
立
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な

が
ら
、
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
な
ど
複
数
の
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
管
理
・
削
減
支
援
ツ
ー

ル
で
あ
る
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・

ア
ズ
・
ア
・
サ
ー
ビ
ス
）
と
し
て
、
社
名

と
同
じ
「
Ｎ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」
を
展
開
す
る
。

　

佐
藤
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
富
士
通
で
文
書
管
理
Ｓ

ａ
ａ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た
後
、
米

デ
ュ
ー
ク
大
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
修
め
、
マ
ッ
キ

ン
ゼ
ー
で
自
動
車
業
界
を
含
む
製
造
業
コ

ン
サ
ル
に
従
事
。
製
造
業
の
課
題
を
深
く

追
究
し
、
そ
の
経
験
を
基
に
起
業
し
た
。

Ｎ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
は
見
え
る
化
ツ
ー
ル
で
は
な

く
、
コ
ン
サ
ル
を
通
じ
て
培
っ
た
、
組
織

を
目
標
達
成
に
向
け
駆
動
さ
せ
る
た
め
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

製
造
業
は
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

を
使
い
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
半
分

を
占
め
る
と
さ
れ
、
主
に
自
社
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
可
能
な
ス
コ
ー
プ
１
、２
へ
の
取

り
組
み
が
課
題
。
こ
こ
へ
同
社
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
製
造
業
か
ら
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
課
題
の
解
決

に
挑
み
、「
環
境
保
全
の
危
機
を
伴
う
経

済
発
展
の
在
り
方
を
製
造
業
か
ら
変
え
た

本社
東京都港区浜松町2-2-15

我が社
の逸品

導入企業の成功事例CN活動における大手・中堅製造業が抱える課題

Nbase のホームページより

Nbase

会員企業ファイル�
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資 本 金
従 業 員
拠 点

代表者

3,600万円
国内477人、海外1,179人
国内３拠点、海外３拠点

（フィリピン、ベトナム）
代表取締役会長
荻野 武男
代表取締役社長
佐々木 裕孝

製
し
て
お
り
、
高
い
品
質
と
コ
ス
ト
低
減

の
両
立
を
実
現
し
て
い
る
。

　

量
産
が
決
ま
っ
た
場
合
は
、
工
作
機
械

メ
ー
カ
ー
や
工
具
メ
ー
カ
ー
、
洗
浄
機

メ
ー
カ
ー
な
ど
と
も
協
力
し
て
加
工
の
ト

ラ
イ
ア
ル
を
繰
り
返
す
。
市
場
投
入
前
に

必
ず
量
産
技
術
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
で

「
事
前
に
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
安
定
供
給

に
つ
な
げ
る
」（
同
）
狙
い
が
あ
る
。

　

一
方
、
Ｅ
Ｖ
化
が
進
む
こ
と
で
、
内
燃

機
関
向
け
部
品
の
需
要
減
は
避
け
ら
れ
な

い
。
同
社
で
も
、
内
燃
機
関
関
連
の
売
り

上
げ
の
ピ
ー
ク
は
２
０
２
６
年
と
予
想
し

て
お
り
、
既
存
製
品
に
代
わ
る
新
し
い
製

品
群
の
開
拓
を
急
ぐ
。
狙
う
の
は
ｅ
ア
ク

ス
ル
に
搭
載
さ
れ
る
モ
ー
タ
ー
用
シ
ャ
フ

ト
な
ど
だ
。

　

ま
た
、
自
動
車
以
外
に
も
商
機
を
見
出

す
。
現
在
開
発
を
進
め
て
い
る
の
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
ア
ー
ム
の
関
節
な
ど
に
用
い
る

減
速
機
だ
。
同
社
の
減
速
機
は
、
か
み
合

い
摩
擦
が
小
さ
く
、
よ
り
精
密
に
動
力
を

伝
え
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
や

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
で
そ
の
技
術
が
生

き
る
と
み
て
い
る
。

　

佐
々
木
社
長
は
「
培
っ
て
き
た
技
術
が

今
後
も
『
柱
』
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
」
と
し
、
新
領
域
で
の
さ
ら
な
る
成
長

を
目
指
す
。

原
点
で
あ
る
機
械
加
工
事
業
を
軸
に

電
動
車
時
代
へ
備
え
を
進
め
る

　

荻
野
工
業
（
お
ぎ
の
こ
う
ぎ
ょ
う
）
は
、

エ
ン
ジ
ン
部
品
や
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
シ
ャ
フ
ト
を
主
力
製
品
と
す
る
。

１
９
５
７
年
に
広
島
市
矢
賀
新
町
で
創
業

し
、
広
島
県
内
を
中
心
に
拠
点
網
を
築
い

て
き
た
。
２
０
０
０
年
代
に
は
海
外
に
も

進
出
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ベ
ト
ナ
ム
に
拠

点
を
持
つ
。「
至
誠
一
貫
」
の
社
是
の
下
、

創
業
以
来
、
品
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
。
マ
ツ
ダ
と
ヒ
ョ
ン

デ
向
け
が
８
割
を
占
め
て
お
り
、
シ
ャ
フ

ト
関
連
部
品
の
年
産
台
数
は
グ
ロ
ー
バ
ル

で
２
４
０
万
本
以
上
に
達
す
る
。

　

同
社
の
強
み
は
、
生
産
技
術
に
あ
る
。

冷
間
鍛
造
、
旋
削
、
熱
処
理
、
研
削
、
圧

接
、
組
み
立
て
ま
で
を
一
貫
し
て
自
社
内

で
手
掛
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、

「
多
様
な
素
材
と
加
工
法
の
組
み
合
わ
せ

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
」
と
、
佐
々
木
社
長

は
胸
を
張
る
。

　

例
え
ば
、
ポ
ン
プ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
で
あ
れ

ば
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
シ
ャ
フ
ト
で
あ
れ
ば

炭
素
鋼
、
ド
ラ
ム
サ
ポ
ー
ト
で
あ
れ
ば
ア

ル
ミ
と
鉄
な
ど
、
難
易
度
の
高
い
複
数
の

素
材
を
、
最
適
な
加
工
技
術
を
用
い
て
大

量
生
産
で
き
る
。
ま
た
、
加
工
の
出
来
栄

え
を
左
右
す
る
金
属
切
削
用
の
刃
物
も
内

本社
広島県安芸郡熊野町平谷1-12-1

高度な技術が要求される
自動車用金属部品
加工の老舗メーカー

荻野工業

会員企業ファイル�呉工場

我が社
の逸品

高圧燃料用ポンプハウジング
AT用インプットシャフト

佐々木 裕孝 社長
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日
産
自
動
車
と
ホ
ン
ダ
は
３
月
15
日
、

ク
ル
マ
の
電
動
化
や
知
能
化
に
向
け
た

協
業
の
検
討
を
開
始
す
る
覚
書
を
締
結

し
た
。
車
載
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
や
Ｅ
Ｖ
の
主
要
部
品
の
開

発
に
加
え
、
商
品
の
相
互
補
完
で
も
協

業
を
検
討
す
る
。
Ｅ
Ｖ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
・
デ
フ
ァ
イ
ン
ド
・
ビ
ー
ク
ル
（
Ｓ

Ｄ
Ｖ
）
は
、
開
発
や
生
産
コ
ス
ト
が
か

さ
む
。
互
い
の
技
術
力
を
有
効
活
用
す

る
と
と
も
に
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト（
規

模
の
経
済
）を
追
求
し
、海
外
新
興
メ
ー

カ
ー
に
出
遅
れ
て
い
る
次
世
代
車
で
反

転
攻
勢
を
か
け
る
。
具
体
的
な
協
業
内

容
は
今
後
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
て
検
討
す
る
。

　

内
田
社
長
は
開
発
ス
ピ
ー
ド
が
早
い

新
興
メ
ー
カ
ー
を
意
識
し
「
多
様
な
競

争
相
手
は
ま
す
ま
す
攻
勢
を
強
め
て
く

NEWS
1

日
産
と
ホ
ン
ダ
、

包
括
提
携
へ
覚
書
締
結

で
合
計
30
億
円
ほ
ど
の
減
額
規
模
に
上

る
と
い
う
。
発
注
時
に
定
め
た
支
払
代

金
を
不
当
に
減
額
す
る
下
請
法
違
反
と

し
て
は
過
去
最
高
額
に
な
る
見
通
し
だ
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
日
産
は
少
な
く

と
も
数
年
間
に
わ
た
り
、
契
約
時
に
決

め
た
金
額
か
ら
支
払
代
金
を
数
％
減
額

し
て
い
た
。
下
請
事
業
者
は
日
産
と
の

取
引
に
悪
影
響
が
出
る
こ
と
を
恐
れ
、

減
額
要
求
を
受
け
入
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
下
請
法
で
は
、
発
注
時
に
決
め

た
金
額
を
減
額
要
求
す
る
こ
と
を
禁
じ

て
い
る
。
下
請
事
業
者
に
責
任
が
あ
る

場
合
な
ど
は
適
用
除
外
に
な
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
が
、
日
産
は
合
理
的
な
理
由
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
額
を
要
請

し
て
い
た
。

　

日
産
で
は
、
下
請
事
業
者
か
ら
不
当

に
得
た
「
一
時
金
」
は
全
額
返
金
済
み

と
い
う
。
公
取
委
は
、
原
材
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
、
労
務
費
の
上
昇
も
背

景
に
発
注
企
業
か
ら
受
注
企
業
へ
の
価

格
転
嫁
を
促
し
て
い
る
。
自
動
車
業
界

も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
全

体
へ
の
価
格
転
嫁
の
波
及
を
目
指
し
、

日
本
自
動
車
工
業
会
と
日
本
自
動
車
部

品
工
業
会
が
連
携
し
、
対
策
を
進
め
て

い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

国
土
交
通
省
は
、
一
部
で
装
着
の
義

務
化
が
始
ま
っ
た
事
故
情
報
計
測
・
記

録
装
置
（
イ
ベ
ン
ト
・
デ
ー
タ
・
レ
コ
ー

ダ
、
Ｅ
Ｄ
Ｒ
）
の
作
動
記
録
を
、
安
全

対
策
や
先
進
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ａ

Ｄ
Ａ
Ｓ
）
の
改
良
に
役
立
て
ら
れ
な
い

か
検
討
す
る
。
作
動
記
録
を
集
め
、
事

故
前
後
の
運
転
操
作
や
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
の
作

動
状
況
を
分
析
し
、
ま
ず
は
記
録
の
有

効
性
を
確
か
め
る
。

　

Ｅ
Ｄ
Ｒ
は
、事
故
（
急
減
速
、エ
ア
バ
ッ

グ
の
作
動
な
ど
）
の
前
後
で
ス
ピ
ー
ド

の
変
化
量
や
ア
ク
セ
ル
・
ブ
レ
ー
キ
ペ

ダ
ル
操
作
の
有
無
、
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
の
作
動
状
態
と
い
っ
た
情
報
を

自
動
で
記
録
す
る
装
置
だ
。
乗
用
車
は

２
０
２
２
年
７
月
の
新
型
車
か
ら
装
着

が
義
務
付
け
ら
れ
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
（
車
両
総
重
量
3.5
㌧
超
、
定
員
10

人
以
上
）
も
26
年
12
月
か
ら
の
装
着
義

務
付
け
が
決
ま
っ
て
い
る
。
交
通
事
故

の
過
失
割
合
を
割
り
出
す
の
に
使
わ
れ

て
い
る
が
、
米
国
な
ど
で
は
Ｅ
Ｄ
Ｒ
記

録
が
一
般
に
公
開
さ
れ
、
自
動
車
の
研

究
に
役
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
。

NEWS
3

国
交
省
、
Ｅ
Ｄ
Ｒ
記
録
を

Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
改
良
へ
活
用

NEWS  TOP 5 3〜5.2024

 掲載記事の詳細は
　　 「日刊自動車新聞電子版

（https://www.netdenjd.com/）」
（月額3,500円）でご覧いただけます。
【購読の申し込み、お問い合わせ】
TEL:03-5777-2318
Eメール:hanbai@njd.jp

る
だ
ろ
う
。
悠
長
に
構
え
て
い
る
場
合

で
は
な
い
」
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視

す
る
考
え
を
強
調
し
た
。
三
部
社
長
は

「
今
回
の
協
業
を
生
か
し
、
２
０
３
０

年
の
断
面
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
り

た
い
」
と
話
し
た
。

　

日
産
自
動
車
が
下
請
事
業
者
へ
の
支

払
代
金
を
不
当
に
減
額
し
た
と
し
て
、

公
正
取
引
委
員
会
は
日
産
に
再
発
防
止

な
ど
を
求
め
る
勧
告
を
出
す
方
針
を
固

め
た
。
対
象
の
下
請
事
業
者
は
約
30
社

NEWS
2 

日
産
、下
請
事
業
者
へ
の

支
払
代
金
を
不
当
減
額

記者会見に臨む日産の内田社長（左）とホンダの三部社長
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ス
バ
ル
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
国

内
で
販
売
す
る
新
車
の
７
割
を
燃
費
改

善
効
果
の
高
い
「
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
」（
ス
ト
ロ
ン
グ
Ｈ
Ｖ
）
に

す
る
。
水
平
対
向
エ
ン
ジ
ン
と
ト
ヨ
タ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ

ス
テ
ム（
Ｔ
Ｈ
Ｓ
）

を
組
み
合
わ
せ
た

次
世
代
「
ｅ
ボ
ク

サ
ー
」
を
積
ん
だ

「
ク
ロ
ス
ト
レ
ッ

ク
」
を
24
年
度
に

も
発
売
し
、
30
年

に
か
け
て
「
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
」
な
ど

設
定
車
を
一
気
に

増
や
す
。
残
り
の

NEWS
4

ス
バ
ル
、
新
車
販
売
の
７
割

を
ス
ト
ロ
ン
グ
Ｈ
Ｖ
に

３
割
は
Ｅ
Ｖ
に
す
る
意
向
だ
。
ま
ず
は

強
み
の
水
平
対
向
エ
ン
ジ
ン
で
稼
ぎ
、

利
益
を
Ｅ
Ｖ
に
再
投
資
す
る
。

　

ス
ト
ロ
ン
グ
Ｈ
Ｖ
と
は
、
駆
動
モ
ー

タ
ー
の
出
力
が
大
き
く
、
一
定
の
速
度

や
距
離
を
モ
ー
タ
ー
だ
け
で
走
れ
る
Ｈ

Ｖ
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
、
低
出
力
の

モ
ー
タ
ー
で
発
進
時
な
ど
に
エ
ン
ジ
ン

を
補
助
す
る
Ｈ
Ｖ
を「
マ
イ
ル
ド
Ｈ
Ｖ
」

と
呼
ぶ
。
ス
バ
ル
の
ｅ
ボ
ク
サ
ー
は
現

在
、
マ
イ
ル
ド
Ｈ
Ｖ
だ
。
次
世
代
ｅ
ボ

ク
サ
ー
は
、
ス
バ
ル
に
約
20
％
を
出
資

す
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
Ｔ
Ｈ
Ｓ
を
水
平

対
向
エ
ン
ジ
ン
に
組
み
合
わ
せ
る
。

　

国
内
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
合
金
で
大
型
部
品
を
一
体
鋳
造
す

る
「
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト
」
の
導
入
を
本
格

化
す
る
。
ホ
ン
ダ
は
、
米
国
の
ア
ン
ナ

工
場
（
オ
ハ
イ
オ
州
）
に
新
設
す
る
Ｅ

Ｖ
用
電
池
ケ
ー
ス
の
製
造
に
ギ
ガ
キ
ャ

ス
ト
を
用
い
、
車
体
骨
格
部
品
へ
の
展

開
も
検
討
す
る
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
２
０
２
６
年
に
市

場
投
入
す
る
Ｅ
Ｖ
の
車
体
に
ギ
ガ
キ
ャ

ス
ト
を
用
い
、
日
産
自
動
車
も
27
年
度

NEWS
5
国
内
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、

「
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト
」導
入
本
格
化

か
ら
採
用
す
る
方
針
だ
。

各
社
は
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト

で
Ｅ
Ｖ
の
製
造
コ
ス
ト

を
一
気
に
下
げ
た
い
考

え
だ
が
、
実
用
に
向
け

た
課
題
も
残
る
。
ギ
ガ

キ
ャ
ス
ト
は
、
溶
接
や

ボ
ル
ト
で
接
合
し
て
い

た
車
体
部
品
を
、
巨
大

な
ア
ル
ミ
鋳
造
設
備
で

一
体
成
形
す
る
ダ
イ
カ
ス
ト
技
術
の
一

種
だ
。
部
品
点
数
と
工
程
の
削
減
、
製

造
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
の
短
縮
に
加
え
、

軽
量
化
も
図
れ
る
。
溶
け
た
ア
ル
ミ
を

高
速
で
射
出
す
る
点
で
、
重
力
に
よ
り

溶
け
た
ア
ル
ミ
を
型
に
流
し
込
む
「
金

型
鋳
造
」
な
ど
と
区
別
さ
れ
る
。

　

ア
ル
ミ
鋳
造
自
体
は
エ
ン
ジ
ン
ブ

ロ
ッ
ク
や
変
速
機
ケ
ー
ス
で
す
で
に
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
型
締
め
力
は
３
千

㌧
級
が
一
般
的
だ
。
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト
は

型
締
め
力
で
５
千
㌧
級
以
上
を
指
す
こ

と
が
多
い
。Ｅ
Ｖ
専
業
の
テ
ス
ラ
が「
モ

デ
ル
Ｙ
」
の
フ
ロ
ン
ト
と
リ
ア
の
ア
ン

ダ
ー
ボ
デ
ィ
で
用
い
、
注
目
を
集
め
た
。

　

ホ
ン
ダ
は
Ｅ
Ｖ
に
搭
載
す
る
電
池
を

薄
く
す
る
た
め
、
電
池
ケ
ー
ス
に
ギ
ガ

キ
ャ
ス
ト
を
採
用
す
る
。
ア
ル
ミ
同
士

や
ア
ル
ミ
と
異
な
る
材
料
を
接
合
す
る

かわら版 NEWS  TOP 5
「日刊自動車新聞」に掲載された
自動車業界ニュース（2024年３月
～５月）の中から、 注目記事をピッ
クアップ。明日のクルマ社会のヒン
トはココにある！

Ｆ
Ｓ
Ｗ
（
摩
擦
撹
拌
接

合
）
技
術
と
ギ
ガ
キ
ャ

ス
ト
の
採
用
で
、
電
池

ケ
ー
ス
に
用
い
る
部
品

の
点
数
を
60
部
品
か
ら

５
部
品
に
集
約
で
き
る

と
い
う
。
実
用
化
に
向

け
、
栃
木
に
あ
る
生
産

技
術
の
研
究
拠
点
に
型

締
め
力
が
６
千
㌧
級
の

大
型
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
を
導
入
し
、

量
産
技
術
を
確
立
す
る
。
Ｅ
Ｖ
の
ボ

デ
ィ
骨
格
部
品
に
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト
を
用

い
る
研
究
開
発
も
急
ぐ
。

　

ト
ヨ
タ
も
26
年
に
市
場
投
入
す
る
次

世
代
Ｅ
Ｖ
に
、
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト
を
採
用

す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
フ

ロ
ン
ト
、
リ
ア
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ン
ダ
ー

ボ
デ
ィ
に
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト
を
採
用
す
る

技
術
を
開
発
中
だ
が
、
実
用
化
す
る
モ

デ
ル
の
ど
の
部
分
に
採
用
す
る
の
か
は

未
定
だ
。

　

日
産
も
型
締
め
力
６
千
㌧
級
の
大
型

ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
を
導
入
し
、
27
年

に
市
場
投
入
す
る
Ｅ
Ｖ
の
リ
ア
ア
ン

ダ
ー
ボ
デ
ィ
の
一
部
に
ギ
ガ
キ
ャ
ス
ト

を
用
い
る
。
約
１
０
０
部
品
を
１
部
品

に
集
約
で
き
、
鋼
材
と
比
較
し
て
重
量

は
３
割
軽
く
な
る
と
い
う
。

部品点数や工数の削減、軽量化などが図れる
（トヨタの試作品、右側）

ストロングHVは
クロストレックから搭載予定
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自 動 車 と は 何 か
～学生短信～

東京農工大学「学生フォーミュラチーム」
（F-SAE Racing Team TUAT Formula）

東京農工大学の「TUAT Formula」は少数精
鋭のアットホームなチームで、メンバー一人ひ
とりの考えを尊重しながらマシンの開発、製造、
走行、試験に取り組んでいる。部員は一見、お
となしそうだが“黙々 ”と熱意を持った集団だ。
農工大は農学部と工学部の二つの学部からなる
大学で、TUAT Formulaは工学部の機械シ
ステム工学科による「ものづくり創造」構想か
ら誕生したサークルの一つ。同学科の公認も受
けている。今年度の大会では「総合12位以内」
を目標に掲げ、現在、マシンの製作が大詰めを
迎えている。そこでチームリーダーを務める３
年生の山本智史さんと、同学年で広報担当の柏
瀬拓弥さんに現状と今大会に向けての抱負を聞
いた。

Ｑ　
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｔ 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ

の
歴
史
と
実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い

山
本　
創
部
は
２
０
０
３
年
で
、「
第

１
回
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
日

本
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
年
で
す
。

大
会
に
は
05
年
の
第
３
回
か
ら
出
場

し
、
以
降
、
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

参
加
大
学
の
中
で
は
歴
史
の
あ
る

チ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ク

ル
は
農
工
大
の
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学

科
の
「
も
の
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
」
を

作
ろ
う
と
い
う
構
想
か
ら
結
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。
ほ
か
の
学
科
公
認

サ
ー
ク
ル
と
し
て
は
ロ
ボ
ッ
ト
系
、

ロ
ケ
ッ
ト
系
、
飛
行
系
の
三
つ
が
あ

り
ま
す
。
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｔ 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｕ

内燃機関に課題は多く、
EVへの転向は
考えていない。
電動化の時代に
内燃機関を学べることは
学生フォーミュラの魅力

第 7 回

2023年大会に出場した農工大の車両と
TUAT Formula一同

創部20年を超える部室は機材と
思い出が詰まっている

個
人
を
尊
重
し
、
細
か
な

指
示
は
あ
え
て
出
さ
な
い

チーム
ホームぺージ

インスタグラム X Eメール
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ｌ
ａ
の
全
日
本
学
生

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
日
本

大
会
実
績
は
22
年
大

会
（
第
20
回
）
の
総

合
12
位
が
最
高
順
位

で
、
10
～
30
位
台
を

行
っ
た
り
来
た
り
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　
現
在
の
部
員
数

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
部
員
は
工
学

部
生
が
対
象
で
す
か

柏
瀬　
現
在
、
１
年
生
が
２
人
、
２

年
生
が
７
人
、
３
年
生
が
２
人
、
４

年
生
が
３
人
で
す
。
農
工
大
生
が
対

象
で
、
工
学
部
に
限
定
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
、
農
学
部
の
キ
ャ
ン
パ

ス
と
は
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

現
在
、
農
学
部
生
は
１
人
で
す
。
女

性
は
２
年
生
に
２
人
い
ま
す
。

Ｑ　
４
年
生
の
参
加
は
農
工
大
の
特

徴
で
す
か

山
本　
３
年
生
で
引
退
す
る
部
員
が

多
い
で
す
。
今
年
に
関
し
て
は
も
う

１
年
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

柏
瀬　
「
も
っ
と
や
り
た
い
」
と
い

う
希
望
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
前
回

完
走
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
悔
し
さ
が
影
響
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
前
回
の
問
題
点
を
再
検
証

し
、
新
た
な
決
意
で
挑
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　
部
員
数
が
他
大
学
と
比
較
し
て

少
な
い
で
す
ね

山
本　
現
状
、
人
員
も
予
算
も
足
り

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
、
部
員
同

士
は
仲
が
良
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。

農
工
大
生
の
特
徴
と
も
言
わ
れ
ま
す

が
、
あ
ま
り
前
に
出
た
が
ら
な
い
。

真
面
目
で
コ
ツ
コ
ツ
取
り
組
む
タ
イ

プ
の
部
員
が
多
く
、
自
分
の
担
当
を

黙
々
と
探
究
し
ま
す
。
担
当
を
決
め

る
際
も
希
望
の
重
複
は
少
な
く
、
不

思
議
と
自
然
に
決
ま
り
ま
す
。

Ｑ　
マ
シ
ン
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
品
で

構
成
さ
れ
る
工
業
製
品
の
集
大
成
。

各
部
門
と
の
連
携
、
調
和
が
不
可
欠

で
す
。〝
黙
々
〟
は
時
に
デ
メ
リ
ッ

ト
に
な
り
ま
せ
ん
か

山
本　
運
営
方
法
に
は
い
ろ
い
ろ
な

手
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｕ

Ａ
Ｔ 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
で
は
基
本

方
針
の
中
で
、
個
人
を
尊
重
し
て
い

ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
を
止
め
る
よ

う
な
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
で
不
都
合

を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
そ
う
な
る
と
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

が
重
要
で
は
…

山
本　
私
は
あ
え
て
部
員
に
「
あ
あ

し
ろ
こ
う
し
ろ
」
と
言
う
こ
と
は
し

ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
様
子
を
見
に

行
っ
た
り
、
雑
談
を
し
た
り
。
私
自

身
も
上
級
生
か
ら
指
示
を
受
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
何
で
も
話

せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
人
手
不
足
で
報

告
書
や
ス
ポ
ン
サ
ー
対
応
が
不
十
分

だ
っ
た
た
め
、
今
年
度
か
ら
私
が
活

動
報
告
書
を
編
集
し
て
発
行
し
て
い

ま
す
。
関
係
者
に
好
評
で
、
技
術
支

援
や
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
協
賛
い
た

だ
け
る
企
業
が
増
え
ま
し
た
。

Ｑ　
現
在
の
マ
シ
ン
は
ガ
ソ
リ
ン
エ

ン
ジ
ン
で
す
が
、
今
後
、
Ｅ
Ｖ
の
開

発
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
か

山
本　
現
在
、
Ｅ
Ｖ
へ
の
転
向
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
内
燃
機
関
で
や
り

残
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
む
し
ろ

今
こ
そ
、
こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
電

動
化
の
時
代
で
も
、
内
燃
機
関
を
学

べ
る
こ
と
は
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の

魅
力
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

Ｑ　
今
大
会
に
向
け
た
目
標
を
教
え

て
く
だ
さ
い

山
本　
総
合
12
位
以
内
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
信
頼
性
の
向
上
に
努
め
、

マ
シ
ン
は
各
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の

「
軽
量
化
」
や
実
用
域
で
の
「
パ
ワ

フ
ル
化
」、
信
頼
性
と
競
争
力
を
兼

ね
備
え
た
「
爽
快
な
走
り
」
と
い
う

３
本
柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
順
位
が

す
べ
て
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

努
力
と
結
果
か
ら
い
か
に
学
ぶ
か
。

技
術
と
経
験
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
農

工
大
グ
リ
ー
ン
の
マ
シ
ン
の
活
躍
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

Student Brief

自動車好きの山本智史
さん（左）と、モーター
スポーツ好きの柏瀬拓
弥さん

大会走行中の「TUAT Formula」の
マシン（23年大会）
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日本特殊陶業株式会社
代表取締役社長：川合 尊
本社：名古屋市東区東桜1-1-1
　　　アーバンネット名古屋ネクスタビル
事業所：国内32拠点、海外61拠点

レ
ー
ス
用
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の

開
発
を
通
じ
て
時
代
を

先
取
り
す
る
技
術
に
挑
戦

日
本
特
殊
陶
業
は
、
１
９
３
６

年
に
日
本
初
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ

メ
ー
カ
ー
と
し
て
始
ま
り
、
同
製

品
で
長
年
に
わ
た
り
世
界
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
誇
る
。
ス
パ
ー
ク
プ
ラ

グ
の
絶
縁
体
に
使
用
さ
れ
る
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
を
核
に
培
っ
て
き
た
高

い
技
術
を
生
か
し
、
現
在
で
は
酸

素
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
自
動
車
部
品

の
ほ
か
、
燃
料
電
池
や
半
導
体
関

連
の
製
品
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

手
掛
け
る
。
２
０
２
３
年
４
月
に

は
英
文
社
名
を
「
Ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
ｒ
ｒ

ａ
（
ニ
テ
ラ
）」
に
変
更
し
た
。

同
社
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活

動
歴
は
長
い
。
１
９
５
５
年
に
全

日
本
オ
ー
ト
バ
イ
耐
久
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
（
浅
間
火
山
レ
ー
ス
）
の

ホ
ン
ダ
チ
ー
ム
に
ス
パ
ー
ク
プ
ラ

グ
を
供
給
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

59
年
に
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ン
島
Ｔ
Ｔ

レ
ー
ス
、
64
年
に
は
Ｆ
１
へ
の
供

給
を
開
始
し
、
２
０
１
３
年
に
Ｆ

１
通
算
３
０
０
勝
を
達
成
し
た
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

黎れ

い

明め

い

期
か
ら
参
戦

モーター
スポーツの力

第21回

日本特殊陶業

Ｆ
１
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｒ
Ｃ
（
世
界
ラ

リ
ー
選
手
権
）
や
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ

な
ど
多
く
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ス

パ
ー
ク
プ
ラ
グ
を
供
給
し
、
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

「
レ
ー
ス
用
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ

グ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ン
ジ
ン
特
性

に
合
わ
せ
た
１
点
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
専
門
の
設
計
者
と
製
作
者

が
手
作
業
で
生
み
出
し
て
い
る
」

と
、
プ
ラ
グ
事
業
部
門
担
当
の
鈴

木
彰
執
行
役
員
は
語
る
。
エ
ン
ジ

ン
の
常
用
回
転
数
が
高
い
た
め
、

振
動
へ
の
強
さ
が
求
め
ら
れ
る
二

輪
競
技
に
対
し
、
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ

ン
を
使
用
す
る
四
輪
競
技
で
は
、

よ
り
高
い
電
圧
に
耐
え
ら
れ
る
こ

と
な
ど
、
要
求
さ
れ
る
性
能
も
異

な
る
と
い
う
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で

は
、
現
場
で
起
き
た
不
具
合
を
次

の
テ
ス
ト
や
レ
ー
ス
ま
で
の
短
い

期
間
で
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、
近
年
注
目
さ

れ
て
い
る
「
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
」

の
手
法
が
根
付
い
て
お
り
、
迅
速

スーパー GT「NISMO NDDP」チームのメインスポンサーを務める

IGNITEカンパニー カンパニープレジ
デントの鈴木彰執行役員（右）と同カ
ンパニー開発設計部門の伴謙治課長

©NISMO



49

Power of Motor Sports

ISSUE 3 2024

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
レ
ー
ス

用
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
細

く
長
い
形
状
へ
変
化
し
て
い

る
。
細
さ
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

の
絶
縁
性
を
両
立
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、
技
術
的
な
難
易

度
は
上
が
る
。
こ
う
し
た
課

題
を
ク
リ
ア
し
、
コ
ス
ト
低

減
も
図
る
こ
と
に
よ
り
、

レ
ー
ス
用
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ

の
技
術
を
生
か
し
た
量
産
品

を
展
開
し
て
い
る
。
今
後
は
副
燃

焼
室
付
き
の
「
プ
レ
チ
ャ
ン
バ
ー

ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
」
な
ど
、
燃
費

向
上
に
つ
な
が
る
高
性
能
ス
パ
ー

ク
プ
ラ
グ
の
製
品
化
を
目
指
す
。

近
年
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、

合
成
燃
料
や
水
素
エ
ン
ジ
ン
な
ど
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
Ｃ
Ｎ
）

に
関
す
る
技
術
を
い
ち
早
く
実
験

で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
水
素

エ
ン
ジ
ン
で
は
、
ス
パ
ー
ク
プ
ラ

グ
の
耐
熱
性
が
よ
り
求
め
ら
れ
た

り
、
金
属
脆ぜ

い

化か

へ
の
対
応
が
必
要

に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
開
発
の

ポ
イ
ン
ト
も
変
わ
っ
て
く
る
と
い

な
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー

が
技
術
者
の
ス
キ
ル
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
レ
ー
ス
用
ス
パ
ー

ク
プ
ラ
グ
の
開
発
設
計
部
門
の
伴

謙
治
課
長
は
「
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
、
限
ら
れ
た
情
報
か
ら
確
実

に
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
、

量
産
品
の
開
発
に
も
必
要
な
ス

ピ
ー
ド
感
を
養
う
こ
と
が
で
き

る
」
と
手
応
え
を
語
る
。

同
社
の
強
み
は
「
高
い
性
能
と

品
質
だ
」
と
、
メ
ン
バ
ー
は
口
を

そ
ろ
え
る
。
そ
の
強
み
を
実
現
す

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
対
応
技
術
を
磨
く

る
環
境
の
一
つ
が
、
自
社
の
工
場

内
に
設
け
た
大
規
模
な
評
価
試
験

棟
だ
。
マ
イ
ナ
ス
40
度
の
寒
冷
地

や
５
千
㍍
の
高
地
な
ど
、
ク
ル
マ

に
厳
し
い
環
境
を
再
現
し
、
実
際

に
エ
ン
ジ
ン
を
回
し
な
が
ら
ス

パ
ー
ク
プ
ラ
グ
に
求
め
ら
れ
る
性

能
を
評
価
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
同
等
の
テ
ス

ト
環
境
を
備
え
る
の
は
部
品
メ
ー

カ
ー
と
し
て
は
珍
し
く
、
一
連
の

テ
ス
ト
を
自
社
で
行
う
こ
と
で
顧

客
が
求
め
る
性
能
と
品
質
を
い
ち

早
く
把
握
し
、
開
発
を
進
め
て
い

る
。近

年
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
効
率
を

極
限
ま
で
向
上
さ
せ
る
た
め
吸
排

気
の
バ
ル
ブ
径
を
大
き
く
す
る
な

ど
、
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
以
外
の
ス

う
。「
こ
う
し
た
技
術
に
早
い
段

階
か
ら
関
わ
る
こ
と
で
、
新
た
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
し
た

い
」
と
伴
課
長
は
話
す
。

同
社
は
レ
ー
ス
用
ス
パ
ー
ク
プ

ラ
グ
の
供
給
に
加
え
、
フ
ェ
ラ
ー

リ
Ｆ
１
チ
ー
ム
へ
の
ス
ポ
ン
サ
ー

シ
ッ
プ
や
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
「
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ｍ
Ｏ　

Ｎ
Ｄ
Ｄ
Ｐ
」
チ
ー
ム
の

メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ど
、
協
賛

活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
技
術
力
と
協

賛
活
動
の
両
面
か
ら
、
今
後
も

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ

て
い
く
。

小牧工場の評価試験棟「A-TeC」ではエンジンを使った各種試験に対応

エンジンの燃焼効率を上げるため
プラグは細く長い形状へ進化

点火部を覆い、着火性を高めた
プレチャンバースパークプラグ
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　日ごろは当会事業へのご理解とご協力をいただき、また機関紙「JAPIA NEWS」をご愛読いただき
まして、ありがとうございます。

【機関紙「JAPIA NEWS」読者アンケートのご協力のお願い】
　JAPIAでは、コンテンツの充実を図るため読者アンケートを実施いたしております。ご多用のとこ
ろ大変恐縮ではございますが、下記QRコードもしくは弊会ホームページより本紙の内容に関するアン
ケートにご協力いただきますと幸いです。

【新企画：「我が社のターニングポイント」取材ご協力のお願い】　
　「JAPIA NEWS 2023 ISSUE1」（2023年１月発行）より、会員企業さまの沿革や最も大きな転換期、
社風、社員教育でのユニークな取り組み、将来の事業展開などについてお伺いする新連載企画をスター
トいたしました。会員企業さまにおかれましては、ぜひとも取材協力を賜りたく、何とぞよろしくお
願い申し上げます。
　取材にご協力いただけます場合には、以下の「連絡窓口」までご連絡を賜りたく、よろしくお願い
いたします。なお、多数のご連絡をいただいた際には、ご調整させていただく場合もございます。

【掲載条件】
　2024 ISSUE4（24年10月発行予定）、2025 ISSUE1（25年１月発行予定）、ISSUE2（25年４月発
行予定）の発行タイミングに合わせて、取材対応いただける企業さま

【掲載内容、資料など】
　これまでの沿革や転換期、企業が成長・飛躍した際の大きな出来事などをご紹介いただき、それら
に関連する写真や資料のご提供をお願い申し上げます。

読者アンケートおよび読者アンケートおよび
「新連載企画」取材協力のお願い「新連載企画」取材協力のお願い

一般社団法人
日本自動車部品工業会　日髙
Eメール　hidaka@japia.or.jp
TEL. 03-3445-4213

◆ 連絡窓口「JAPIA NEWS」読者アンケート

読者アンケート期限：2024年９月６日（金）
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